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一般社団法人淡路青年会議所 

201８年度 スローガン 

                              

 

 

 

 

 

 

2018 年度 基 本 方 針 

 

一. 自分の閃きを信じポジティブ且つ スピーディーに行動しよう。 

 

一. すべての行動にアイデアと楽しさを！ 

 

一. 自己成長が何よりの組織力向上と信じ 行動しよう。 

先駆の誇り 

～出る杭となれ～ 
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1． 理 事 長 報 告 

 

まず初めに、理事長という大役を仰せつかるにあたり特別会

員の皆さま、そして現役会員の皆さま、多くの関係各位の皆様

にご協力いただけたことに心より感謝申し上げます。予定者段

階も含めスタート当初は終わりの見えない長い航海の様に感じ

られましたが、大きなトラブルもなく、無事に着岸を迎えられ

る喜びは何事にも代えがたいものであり、二〇一八年度理事長

としての責務を全う出来たと感慨深いものがあります。この一

年で得られた経験、関係を次年度以降はメンバーに伝え、共に活動することでさらなる

LOMの発展に繋げて参ります。 

今年度最も大きな出来事として挙げられるのはやはり社会開発事業でありました。六月

には「淡路島の未来を創る議員連盟」の皆さまとの懇談会、六月～八月の淡路島一市調査

アンケートの実施、九月には公開例会として橋下徹氏、淡路島内三市長をお招きしての一

市フォーラムの開催、そして十一月の三市への合併協議会立ち上げの要望書提出と、数年

ぶりに一市運動を全面に押し出しての活動を行って参りました。活動を通して官民問わず

本当に多方面からの様々な意見を伺う機会があり、その中で賛成、反対様々な声がある中

でしたが一市という機運は確実に高まりつつある、と感じられました。これはこの一年の

我々の活動の成果ではなく、諸先輩方が長きに渡り尽力され、積み上げてこられたからこ

その今年度の成果であり、ここ近年でも「淡路島日本遺産」という淡路島が一体となって

動き、活動を続けてきたからこそ今の土壌に繋がっているというのは紛れもない事実であ

ります。単年度制の青年会議所ではありますが、「淡路はひとつ」という強い想いが連綿

と受け継がれながら活動を行えていると改めて強く実感出来た一年でもありました。 

最後になりましたが、予定者段階も含め約一年半、滞りなく活動が行えたのは監事、副

理事長、専務、委員長の皆様のみならず、淡路 JC全メンバーの皆様、OBの皆様、今年度

の活動に関わっていただいたすべての皆様に多大なるご理解、ご協力を賜ることが出来た

からこそであると骨身に染みて実感しております。文章ではとても伝えきれない想いでは

ありますが、改めて厚く感謝を申し上げ、理事長報告とさせていただきます。 
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2． 副 理 事 長 報 告 

 

副理事長   藤井 宏昌  川越 勇輔  藤川 龍介  波戸 大樹 

 

 

 

 

 

 

 

まず初めに副理事長という大役を頂いたことを、竹田理事長はじめ、関係者の皆様に改

めてお礼申し上げます。2018年度は 4名の副理事長で、理事長の掲げる「先駆の誇り～出

る杭となれ～」のスローガンの下、目的完遂のため全メンバーが与えていただいた役職と

役割を全う出来るよう副理事長として日々務めてまいりました。三役間で十分に議論し意

思統一を図り、各委員会に対し、背景・目的に沿った調査研究が実施されているかを精査

し、方向性に相違なく事業が実施できているかを細部まで指導を行いました。また我々が

これまで諸先輩方から教わった事や JC活動で経験し学び得た事を率先して行動し、各委

員会へ伝播させられるよう努めてまいりました。想定通りに進んだ事業、またそのように

事が運ばなかった事業もございましたが、我々が今年度、体感させていただいた経験は淡

路 JCの宝として次年度組織へ引き継がれていくものと確信しております。 

最後に、一年間共にしたメンバーの皆様に改めて感謝申し上げ報告とさせていただきま

す。 
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3． 専 務 理 事 報 告 

 

専務理事  波戸 大樹 

 

 

２０１８年度、組織運営の根幹である専務理事という役職を

拝命し、一年間全うすることができました。それも、竹田理事

長をはじめ、理事会構成メンバーの皆さま、並びにその下支え

をして頂いたメンバーの皆様のおかげであると考えておりま

す。 

専務理事として組織全体を見渡すべく広い視野と、様々なメン

バーの想いをくみ取れる度量が必要であったと思います。それ

をどこまで全うできたのかは自分では分かりませんが、仕事やプライベートではできない

経験をさせて頂けたと感謝しております。そして、これまでとは違った視野のもと JC活

動を行うことができ、改めて自らの JCに対する意識を高めることができました。 

一年間の活動の中で、理事長、副理事長の皆様をはじめ、常にそばで支えていただいた

公室長、実際の議案上程を行う委員長の皆様には多くのご迷惑をおかけした。しかし、私

自身、素晴らしい絆と多くの経験を得ることができました。これらを来年度しっかりと淡

路 JCに対して恩返しすることが、皆様への償いになると思い、より一層の JC 活動を行っ

ていきたいと考えます。改めて、皆様への感謝を申し上げ、専務理事として報告とさせて

いただきます。一年間ありがとうございました。 
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4． 諸 会 議 報 告 

 

一般社団法人淡路青年会議所 第 10回定時総会 

2018年 1月 10日（水）於 伊弉諾尊神宮 

正会員 44名【出席 30名 書面表決 11名 委任状 11通】 

第 1号議案 2017年度 事業報告承認に関する件 

第 2号議案 2017年度 正味財産増減決算報告承認に関する件 

第 3号議案 2018年度 例会総会日時変更に関する件 

第 4号議案 2018年度 事業計画変更に関する件 

第 5号議案 2018年度 正味財産増減修正予算承認に関する件 

 

一般社団法人淡路青年会議所 第 10回臨時総会 

2018年 5月 24日（水）於 一般社団法人淡路青年会議所 事務局 

正会員 47名【出席 16名 書面表決 31名 委任状 31通】 

第 1号議案 2018年度 委員会事業計画並びに上程スケジュール変更の件 

       【明日の淡路確立委員会 青少年育成員会】 

第 2号議案 2018年度 例会総会日時変更に関する件 

第 3号議案 2018年度 補正予算承認に関する件 

 

一般社団法人淡路青年会議所 第 11回臨時総会 

2018年 8月 8日（水）於 洲本市文化体育館 

正会員 48名【出席 36名 書面表決 12名 委任状 12通】 

第 1号議案 2018年度 監事退任に関する件 

第 2号議案 2019年度 理事予定者承認に関する件 

第 3号議案 2019年度 監事予定者承認に関する件 

 

一般社団法人淡路青年会議所 第 11回定時総会 

2018年 12月 12日（水）於 淡路島うずしお温泉 うめ丸 

正会員 55名【出席 44名 書面表決 11名 委任状 11通】 

第 1号議案 2018年度 監事退任に関する件 

第 2号議案 2019年度 理事予定者承認に関する件 

第 3号議案 2019年度 監事予定者承認に関する件 
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年月日 内  容 場所 

2018.1.6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.2.7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.3.7 
 
 
 
 
 
 
 
 

1月理事会 
審議事項 
(1)  理事長、副理事長及び専務理事選任の件 
(2)  2017年度事業報告の件 
(3)  2017年度決算報告の件 
(4)  新入会員承認の件 
(5)  準会員承認の件 
(6)  2018年度修正予算承認に関する件 
（7） 2018年度例会・総会日時変更に関する件 
（8） 2018年度事業計画変更に関する件 
(9)   2018年度会費徴収の件 
(10)  一般社団法人淡路青年会議所運営規定変

更の件 
(11)  対内広報紙発行の件 
（12） 総合資料作成の件 
（13） 会員名簿発行の件 
(14)  1月例会の件 
(15)  第 10回定時総会提出議案の件 
(16)  第 10回定時総会設営の件 
(17)  新年会の件 
(18)  その他 
 
協議事項 
(1)  2月例会の件 
(2)  3月例会の件 
(3)  その他 
 
2月理事会 
審議事項 
(1)  2月例会の件 
（2） LOM役員懇談会の件  
(3)  その他 
 
協議事項  
(1)  3月例会の件    
(2)  4月例会の件      
（3） 第 24回わんぱく相撲淡路場所の件  
（4） 社会開発事業の件   
(5)  その他 
 
3月理事会 
審議事項 
(1)  新入会員承認の件 
(2)   新入会員配属の件 
(3)   1月例会事業報告並びに決算報告の件 
(4)  新年会事業報告並びに決算報告の件 
(5)  3月例会の件 
(6)   第 24回わんぱく相撲淡路場所の件【一部

審議】 

淡路島観光ホテル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 

理事会報告 
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2018.4.4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.5.2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7)  その他 
 
協議事項 
(1)  4月例会の件     
(2)  5月例会の件       
(3)  その他 
 
4月理事会 
報告事項 
(1)  LOM役員懇談会事業報告並びに決算報告の

件 
 
審議事項 
(1)  新入会員承認の件 
(2)   新入会員配属の件 
(3)  2018年度会費徴収の件 
(4)  準会員承認の件 
(5)  新年会事業報告並びに決算報告の件 
(6)   2月例会事業報告並びに決算報告の件 
(7)  4月例会の件 
(8)   第 24回わんぱく相撲淡路場所の件 
(9)  その他 
 
協議事項  
(1)  5月例会の件     
(2)  6月例会の件        
(3)  社会開発事業の件   
(4)  その他 
 
5月理事会 
審議事項 
(1)  準会員承認の件 
(2)   2018年度委員会事業計画並びに年間上程

スケジュールの件 
(3)  2018年度例会・総会日時変更に関する件 
(4)   2018年度補正予算承認に関する件 
(5)  第 10回臨時総会提出議案の件 
(6)  第 10回臨時総会設営の件 
(7)  ３月例会事業報告並びに決算報告の件 
(8)  総合資料事業報告並びに決算報告の件 
（9） 会員名簿作成事業報告並びに決算報告の

件        
(10) 5月例会の件 
(11) 淡路の未来フォーラム実行委員会設立の

件 
(12) 社会開発事業の件        【一部審議】 
（13） その他 
 
協議事項  
(1)  6月例会の件         
(2)  7月例会の件           
(3)  淡路島まつりおどり大会の件 
(4)  次世代育成事業の件     
(5)  その他 

 
 
 
 
 
 
 
夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
けひの海 
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2018.6.6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.7.4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.8.1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6月理事会 
審議事項 
(1)  準会員承認の件 
（2） 4月例会事業報告並びに決算報告の件 
(3)  第 24回わんぱく相撲淡路場所事業報告並

びに決算報告の件 
（4） 淡路の未来フォーラム実行委員会 拠出

金の件 
(5)  6月例会の件 
(6)  社会開発事業の件 
(7)  その他 
 
協議事項  
(1)  7月例会の件       
(2)  選挙管理委員会設置の件 
(3)  淡路島おどり大会の件  
(4)  次世代育成事業の件    
(5)  8月例会の件      
（6） 9月例会の件      
(7)  その他     
 
7月理事会 
審議事項 
(1)  新入会員承認の件 
(2)  新入会員配属の件 
(3)  準会員承認の件 
(4)  後期会費徴収の件 
(5)  5月例会事業報告並びに決算報告の件 
(6)  選挙管理委員会設置の件 
(7)  7月例会の件 
(8)  淡路島まつりおどり大会の件 
(9)  次世代育成事業の件 
(10) その他 
 
協議事項  
(1)  8月例会の件       
(2)  第 11回臨時総会提出議案の件 
(3)  9月例会の件  
(4)  その他 
 
8月理事会 
審議事項 
(1)  準会員承認の件  
(2)  6月例会事業報告並びに決算報告の件 
(3)  8月例会の件 
(4)  2018年度監事退任に関する件 
(5)  2019年度理事予定者承認に関する件                
(6)  2019年度監事予定者承認に関する件      
(7)  第 11回臨時総会上程議案の件 
(8)  第 11回臨時総会設営の件 
(9)  その他 
 
協議事項  
(1)  9月例会の件       

夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
けひの海 別棟２F 
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2018.9.5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.10.5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.11.7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018.12.5 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)  10月例会の件 
(3)  その他 
 
9月理事会 
審議事項 
(1)  新入会員承認の件 
（2） 新入会員配属の件 
（3） 7月例会事業報告並びに決算報告の件  
(4)  次世代育成事業報告並びに決算報告の件     
（5） 淡路島まつりおどり大会事業報告並びに

決算報告の件 
(6)  9月例会の件 
(7)  その他 
 
協議事項  
(1)  10月例会の件   
(2)  11月例会の件 
(3)  その他 
 
10月理事会 
審議事項 
(1)  新入会員承認の件 
(2） 新入会員配属の件 
(3） 8月例会の件 事業報告並びに決算報告 
(4)  10月例会の件 
(5)  その他 
 
協議事項  
(1)  11月例会の件    
(2)  12月例会の件 
(3)  その他 
 
11月理事会 
審議事項 
(1)  新入会員承認の件 
（2） 新入会員配属の件 
（3） 8月例会事業報告並びに決算報告の件 
(4)  10月例会の件 
(5)  その他 
 
協議事項 
(1)  12月例会の件    
(2)  その他 
 
12月理事会 
審議事項 
(1)  10月例会事業報告並びに決算報告の件  
(2)  社会開発事業報告並びに決算報告の件 
(3)  淡路の未来フォーラム実行委員会 拠出

金決算の件 
(4)  11月例会事業報告並びに決算報告の件 
(5)  2018年度預かり金処分の件  
(6)  2018年度正味財産増減決算報告の件 
(7)  2019年度組織及び委員会構成の件  

 
 
 
夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夢海游 コスモス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夢海游 コスモス 
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(8)  2019年度出向者の件  
(9)  2019年度正味財産増減予算の件 
(10)  2019年度事業計画の件 
(11)  2019年度例会・総会日時の件 
(12)  2019年度預かり金の件  
(13)  事務局移転の件 
(14)  12月例会の件 
(15)  第 11回定時総会提出議案の件 
(16)  第 11回定時総会の件 
(17)  その他 
 
協議事項 
(1）   その他 
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5． 委 員 会 事 業 報 告 

 

理事長公室 

公室長 横山 泰明 

 

スローガン 

F U N ! 

 

担当 三浦 義崇 公室長 横山 泰明 副公室長 吉田 光佑 

委員 赤松 栄 植田 峻正 田浦 勝司 田中 昭仁 森田 俊寛 

総括報告 

まず初めに、2018年度一般社団法人淡路青年会議所の理事長公室 公室長の大役を

任命頂きました竹田理事長に心からお礼を申し上げます。 

公室長として、三役と委員長メンバーとの橋渡しとなれるよう、各委員長とは積極

的コミュニケーションを取り 1年なんとか頑張ってまいりしたが、サポートが行き届

かず自分自身至らない点が多々あり公室長としての至らなさを痛感いたしました。ホ

ームページ・SNS等の管理・運営においても迅速に伝え、そして的確なタイミングで

確かな情報を発信する目標であった部分も多々反省点がありました。しかし拡大活動

においては、年当初 4人での委員会が 7人への増え活気も出て拡大の目標達成するこ

とができました。 

最後になりましたが、竹田理事長、三浦専務はじめ三役の皆様、理事構成者の皆様

そしてメンバーの皆様に粘り強く御指導、御鞭撻頂きましたことを深く感謝申し上げ

ます。本当にありがとうございました。 

そして 1年間サポートして頂いた吉田副公室長をはじめとする理事長公室メンバーの

皆様に感謝申し上げ活動報告とさせていただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2017.9.14 

 

12.19 

 

2018.7.16 

淡路島観光ホテル 

 

事務局 

 

事務局 

理事長所信・スローガンの件、議長及び事業計画の

件、上程スケジュールの件 

議長抱負及び事業計画の件、上程スケジュールの件、

ポームページ、SNS管理運営の件 

7月例会の件 

4名 

 

4名 

 

3名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2018.1.16 うめ丸 7月例会 38名 
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明日の淡路確立委員会 

委員長 木戸 隆一郎 

 

 

スローガン 

今挑む。淡路島の未来のために 

 

担当 藤井 宏昌 委員長 木戸 隆一郎 副委員長 番所 祥平 

委員 岩本 章男、植野 泰幸、長尾 亨、松井 孝明、堀部 泰博、福永 真一、村上 正樹 

総括報告 

まず初めに、2018年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として明日の淡路確立委

員会委員長の大役を任命いただきました竹田理事長に心からお礼を申し上げます。 

今年度のメイン事業を担当する委員会として、「淡路島一市」へ向けた運動を行うと

いうことで、予定者の段階から様々な議論、調査研究を重ねました。事業としては 5

月の議員懇談会に始まり、6月から 8月にかけてはアンケート収集、橋下徹氏や島内

三市長をお迎えしての 9月の公開例会「淡路島一市フォーラム～未来への選択～」、そ

して最後に島内三市及び市議会への「合併協議会設置に関する要望書」の提出も含め

ると 7ヵ月に及ぶ長丁場の事業となりました。「淡路島一市運動」という先輩諸兄が積

み上げてこられた歴史と取り組みの礎に今日の活動があり、様々な面でご理解とご協

力をいただきました。日に日に一市への機運が高まるのを肌で感じるとともに、事業

実施にあたって、確実かつ丁寧に物事を進めなければならない場面においては、三役

の皆様に特にご尽力をいただき、自身の足りない部分を感じるとともに、一年を通し

て得難い経験をさせていただきました。 

最後になりましたが、藤井副理事長には様々な場面でご指導、ご鞭撻を頂き本当に

ありがとうございました。また、一年間サポートを頂きました番所副委員長をはじめ

とする委員会メンバーの皆様には最後の最後までお支えいただきました。改めて感謝

を申し上げ、総括報告とさせていただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2017.9.14 

 

10.12 

 

10.27 

 

11.20 

 

12.19 

2018.1.18 

2.13 

3.13 

4.2 

4.16 

4.24 

5.14 

5.18 

5.23 

6.1 

6.8 

6.11 

6.12 

7.3 

7.25 

8.9 

8.17 

8.21 

8.28 

9.6 

9.13 

9.15 

10.8 

12.1 

淡路島観光ホテル 

 

魚佐太 

 

寿司一 

 

大公 

 

きた八 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

慶野松原荘 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業計画並びに

予算及び役割業務の件 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業計画並びに

予算及び役割業務の件 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業計画並びに

予算及び役割業務の件、社会開発事業の件 

委員長抱負、年間上程スケジュール、事業計画並びに

予算及び役割業務の件、社会開発事業の件 

社会開発事業の件 

社会開発事業の件 

社会開発事業の件、6月例会の件 

社会開発事業の件 

社会開発事業の件、6月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、6月例会決算の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会の件 

社会開発事業の件、9月例会算の件 

社会開発事業決算の件 

4名 

 

6名 

 

5名 

 

5名 

 

7名 

5名 

5名 

6名 

6名 

5名 

6名 

6名 

7名 

7名 

7名 

8名 

9名 

9名 

7名 

6名 

8名 

6名 

7名 

8名 

10名 

12名 

14名 

7名 

9名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2018.5.24 

 

6.13 

6.24～8.20 

9.19 

 

11.27 

健康福祉館みなと元

気館 

淡路島観光ホテル 

淡路島内各地 

洲本市文化体育館 

 

島内三市役所 

今こそ、淡路島一市へ～想いを紡ぎ未来を築く～ 

「淡路島の未来を創る議員連盟との懇談会」 

6月例会 

「淡路島一市調査アンケート」 

9月公開例会 淡路島一市フォーラム～未来への選択

～ 

「合併協議会設置に関する要望書提出」 

 

52名 

34名 

65名 

1097名 

 

5名 
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次世代育成委員会 

委員長 中川 貴弘 

 

 

スローガン 

行動、共感そして志へ 

 

担当 藤井 宏昌 委員長 中川 貴弘 副委員長 空山 智郎 

委員 高塚 信幸  本名 佑至  松浦 清志  南部 真希也  濱 健一 

総括報告 

 初めに、2018年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として委員長の大役を任命い

ただきました竹田理事長に対しまして心よりお礼を申し上げます。 

 「行動、共感そして志へ」を委員会のスローガンとし、一年間の委員会活動の指針

となる抱負を作成し、委員会が率先して行動する事でメンバー同士の共感を促し、能

動的に行動する力を養える例会及び事業を行ってまいりました。結果として次代を担

うメンバーの育成を高い水準で達成する事が出来たと実感しておりますが、その過程

で協力、手助け頂いたメンバーとの絆を改めて感じ、振り返ると己自身只々感謝の一

年でありました。 

 結びに、竹田理事長、藤井担当副理事長には都度多大なるご指導、ご鞭撻をいた

だきましたこと誠に感謝申し上げます。また一年間委員会活動にご協力いただいた空

山副委員長を始めとする委員会メンバーの皆様に感謝を申し上げ、当委員会の活動報

告とさせていただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2017. 9.14 

 

10.12 

 

 

12.19 

2018. 1.25 

3.19 

3.29 

4. 6 

4. 1 

5.24 

6. 2 

9.26 

11. 1 

11.12 

12. 1 

淡路島観光ホテル 

 

金鮓 

 

 

きた八 

金鮓 

事務局 

きた八 

事務局 

事務局 

圓 

論鶴羽山 

とり久 

かまくら 

内町分団詰所 

慶野松原荘 

委員長抱負並びにスローガンの件 

役割業務・年間スケジュールの件 

委員長抱負並びにスローガンの件 

年間スケジュールの件 

事業計画並びに予算及び役割業務の件 

4月例会の件 

4月例会の件 

4月例会の件 

4月例会の件 

4月例会の件 

4月例会の件 

次世代育成事業の件 

次世代育成事業の件 

11月例会の件 

11月例会の件 

11月例会の件 

11月例会事業報告並びに決算報告の件 

5名 

 

5名 

 

 

5名 

5名 

7名 

4名 

5名 

5名 

4名 

4名 

4名 

5名 

3名 

7名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2018. 4.11 

7.16 

11.14 

洲本市文化体育館 

論鶴羽山 

洲本市文化体育館 

4月例会 

次世代育成事業 

11月例会 

40名 

15名 

32名 
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総務委員会 

委員長 笘屋 千賀 

 

スローガン 

魅力を磨く～人として、組織として～ 

 

担当 波戸大樹 委員長 笘屋千賀 副委員長 萩本雅彦 

委員 平松奈津紀 片平紘嗣 富永浩司 

 

総括報告 

初めに、2018年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として委員長の大役を任命いただ

きました竹田理事長に対し、心よりお礼を申し上げます。また、一年間を通じてご協力し

て頂いた皆様に深く感謝致します。 

 「魅力を磨く～人として、組織として～」を委員会のスローガンとし、一年間の委員会

活動を行いました。特に例会においてはメンバーのスキルアップを基本とし、JC活動の価

値を感じ、参加することの意義を理解して頂けるよう企画設営をさせて頂きました。初理

事でわからないことが多く、たくさんの方のご協力において、一年間の自分の目標を達成

する事が出来たと実感しております。 

 結びに、竹田理事長、波戸担当副理事長には都度多大なるご指導、ご鞭撻をいただき

ましたこと誠に感謝申し上げます。また一年間委員会活動にご協力いただいた萩本副委員

長を始めとする委員会メンバーの皆様に感謝を申し上げ、当委員会の活動報告とさせてい

ただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2017.9.14 

     

10.13 

2018.2.19 

3.2 

5.22 

5.31 

6.11 

7.26 

8.6 

淡路島観光ホテル 

 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

理事長所信・スローガンの件、議長及び事業計画の

件、上程スケジュールの件 

年間スケジュールの件 

兵庫ﾌﾞﾛｯｸ LOM役員懇談会の件 

3月例会の件 

8月例会の件 

8月例会の件 

8月例会の件 

8月例会の件 

8月例会の件 

3名 

3名 

3名 

3名 

5名 

3名 

3名 

3名 

3名 

3名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2018．2.25 

3.13 

8.8 

岩屋神社 

洲本市文化体育館 

洲本市文化体育館 

兵庫ﾌﾞﾛｯｸ LOM役員懇談会 

3月例会 

8月例会 

16名 

39名 

36名 
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会員交流委員会 

委員長 小川 優一 

 

スローガン 

「Connect」 ～その一瞬を大切に～ 

担当 藤川 龍介 委員長 小川 優一 副委員長 加藤 治久 

委員 岸本 篤人 田中 康晴 山本 賢 大坂 彰仁 

総括報告 

まず初めに、2018年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として会員交流委員会委員長

の大役を任命頂きました竹田理事長に心からお礼を申し上げます。 

予定者の段階で一年間の行動指針となる抱負を作成し、その中で会員交流の委員長として

メンバー同士が個々の繋がりをより大切にし、各委員会活動においても、それぞれの事業

が純粋に楽しく、皆で一つの目標を達成する喜びを分かち合えるよう活動してまいりまし

た。活動していく中で、メンバーに対しての目配りや気配り、心配りがまだまだ出来てい

ないと痛感しました。自分自身の至らなさや当たり前のことを当たり前にすることの 

難しさを改めて認識する一年であったかと思います。 

最後になりましたが、竹田理事長をはじめとする三役の皆様には、様々な場面において

ご指導、ご鞭撻を頂きましたことを心より御礼申し上げます。また、一年間サポートして

頂いた加藤副委員長をはじめとする会員交流委員会メンバーの皆様に感謝申し上げ活動報

告とさせていただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2017.9.14 

 

10.10 

 

11.10 

12.5  

12.20 

12.26 

2018.1.12 

4.16 

5.6 

5.30 

7.18 

淡路島観光ホテル 

 

事務局 

 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

理事長所信・スローガンの件、議長及び事業計画の

件、上程スケジュールの件 

議長抱負及び事業計画の件、上程スケジュールの件、

新年会の件 

新年会の件 

新年会の件 

新年会の件 

新年会の件 

新年会の件 

五月例会の件 

五月例会の件 

淡路島まつり踊り大会の件 

淡路島まつり踊り大会の件 

3名 

3名 

3名 

3名 

3名 

2名 

3名 

2名 

3名 

4名 

3名 

4名 

3名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2018.1.16 

5.9 

8.4 

夢泉景 

洲本市文化体育館 

洲本市街地 

新年会 

五月例会 

淡路島まつりおどり大会 

46名 

40名 

25名 
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青少年育成委員会 

委員長 伊山 真司 

 

スローガン 

次代への思考が今の行動を創る 

担当 藤川 龍介 委員長 伊山 真司 副委員長 増田 裕 

委員 谷口 優  萩野 祐樹  若林 晋一郎 

総括報告 

先ず初めに、一年間を通じてご支援ご協力頂きました皆さまに深く感謝申し上げます。

本年は青少年育成委員会として、2回の例会の企画設営及び運営、「第 24回わんぱく相撲

淡路場所」また、ゴルフ同好会を役割としていただきました。新入会員が委員会メンバー

内に多く、予定者段階から委員会メンバーはわからないことも沢山ある中、積極的に行動

していただけたことで、１月例会において理事長の目指す方向性をメンバーにしっかりと

示し、各委員長の決意を表明する機会を設営することができました。わんぱく相撲では、

子どもたちに相撲を通し相手を慮る気持ちを養っていただくとともに、淡路島の歴史に触

れ想い出に残る大会にすることで郷土意識をもっていただくよう洲本城で開催し、多くの

島内の小学生にご参加いただけたことは一つの成果であると考えます。 

 最後になりますが、多くの子どもたち、そしてゴルフ同好会では先輩諸兄と交流する機

会を与えていただき、三役の皆様、理事メンバーの皆様には多くの場面でご協力頂き誠に

ありがとうございました。そして一年間サポートいただいた委員会メンバーの皆様に感謝

申し上げ活動報告とさせていただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2017.9.14 

 

10.2 

 

10.25 

11.10 

12.1 

12.5 

12.20 

2018.1.9 

1.27 

2.15 

3.17 

3.29 

4.21 

4.25 

9.28 

10.8 

淡路島観光ホテル 

 

けひの海 

 

けひの海 

事務局 

事務局 

事務局 

奥井印刷 

伊弉諾神宮 

源平 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

委員長抱負、事業計画並びに予算案及び役割業務、年

間上程スケジュールの件 

委員長抱負、事業計画並びに予算案及び役割業務、年

間上程スケジュール、１月例会の件 

1月例会の件 

1月例会の件 

1月例会の件 

1月例会の件 

1月例会の件 

1月例会の件 

第 24回わんぱく相撲淡路場所の件 

第 24回わんぱく相撲淡路場所の件 

第 24回わんぱく相撲淡路場所の件 

第 24回わんぱく相撲淡路場所の件 

第 24回わんぱく相撲淡路場所の件 

第 24回わんぱく相撲淡路場所の件 

10月例会の件 

10月例会の件 

4名 

 

4名 

 

4名 

3名 

2名 

2名 

5名 

4名 

3名 

4名 

5名 

3名 

3名 

5名 

3名 

4名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2018.1. 10 

4.29 

 

10.10 

伊弉諾神宮 

洲本城特設土俵場 

 

洲本文化体育館 

1月例会 

第 24回わんぱく相撲淡路場所 

 

10月例会 

30名 

27名 

島内小学生 70名 

  27名 
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JC活動向上委員会 

委員長 桑原 世茂 

 

スローガン 

深根固柢 

担当 川越 勇輔 委員長 桑原 世茂 副委員長 福富 健介 

委員 有馬 輝行、藤江 明憲、延原 直樹、天羽 一真 

総括報告 

2018年度一般社団法人淡路青年会議所の理事として、JC活動向上委員会 委員長とい

う大役を任命いただきました竹田理事長に心からお礼申し上げます。    JC活動向上委員

会では 2回の例会の企画・運営、毎月の対内広報誌の発行と例会設営補助を行わせていた

だきました。例会、事業の出席率向上の担いも受け、予定者段階よりまずは委員会出席率

の向上から努めようと思い活動してまいりました。その結果、ほとんどの委員会開催にあ

たって出席率が 100%で行うことができました。そのおかげもあり、2月例会の設営におい

ては、講師を呼ばず委員会メンバーで研修内容を一から作り上げたことが、例会出席率に

関しても今年度最高を記録することができたのではないかと考えております。また、対内

広報誌の発行に関しては、今年度メイン事業でもあります淡路島一市運動をサポートする

ため、特集として「一市想伝」と題し、過去のアンケート調査結果のデータなどを委員会

メンバー一丸となって調査研究し、それを見ていただいた特別会員の方からは当時を懐か

しむお声を頂戴することができました。 

最後になりましたが、川越副理事長には様々な場面でご指導、ご鞭撻をいただき本当に

ありがとうございました。また、一年間支え続けて頂いた福富副委員長はじめとする JC

活動向上委員会メンバーの皆様に感謝申し上げ活動報告とさせていただきます。 
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委員会報告 

年 月 日 場  所 内        容 出席者数 

2017.09.14 

 

09.21 

10.03 

10.17 

11.21 

11.30 

12.19 

2018.01.23 

02.13 

02.20 

03.26 

04.03 

05.22 

06.22 

06.26 

06.29 

07.18 

08.24 

09.12 

09.27 

10.05 

10.18 

11.01 

11.15 

12.10 

12.11 

淡路島観光ホテル 

 

川越電機商会 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

事務局 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

事務局 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

事務局 

八十八家 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

事務局 

事務局 

下木家 

事務局 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

福富歯科医院 

事務局 

事務局 

理事長所信・スローガンの件、委員長抱負及び事業計

画の件、上程スケジュールの件 

対内広報誌の件、２月例会の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件 

対内広報誌の件、２月例会の件、４月例会の件 

対内広報誌の件 

対内広報誌の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件 

対内広報誌の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

対内広報誌の件、１２月例会の件 

１２月例会の件 

2名 

 

5名 

5名 

5名 

5名 

5名 

5名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

6名 

5名 

5名 

3名 

事業報告 

年 月 日 場  所 内      容 出席者数 

2018.2. 13 

12.12 

洲本市文化体育館 

うめ丸 

2月例会 

12月例会 

38名 

44名 
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6． 委 員 会 別 事 業 決 算 明 細 
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7． 直 前 理 事 長 報 告 

 

直前理事長  時枝 弘記 
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2018年度は竹田良平理事長の掲げるスローガン「先駆の誇り～

出る杭となれ～」を基に、メンバー全員が JC活動に邁進した一

年であったと感じています。私自身は直前理事長として、何をす

ることがこの一年間を通して最適かを悩む事もありましたが、先

輩諸兄より教わったことをもとに、昨年度にさせていただいた経

験を踏まえた上でメンバー全員との関わりをもつことを心がけて

いきました。その結果昨年より一歩でも JC活動へ参画してもら

い、2018年度が最後までしっかりと終えることが何よりであると考えていました。結果は

直前理事長としての役割を全うできたかわかりません。自分なりに考えて行動したつもり

ですが、理事長にどれだけ寄り添えることができたか、またメンバー各々にどれだけ耳を

傾けることができたかはわかりません。できなかったことも多くあります。それでもメン

バーが一人ひとり全身全霊をもって戦っていたことは証明できます。この経験がこれから

も自身を強くしていくものだと確信いたしましたし、この経験が継続されるよう、私自身

残りの数年間で伝えていかなければならないと強く感じました。 

最後になりましたが、「淡路はひとつ」の基本理念に基づき行動された 2018年度の結果

が、よりよい「明るい豊かな淡路島」の創造に繋がっていくことを祈念いたしまして、直

前理事長報告とさせていただきます。一年間ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8． 出 向 者 報 告 

 

公益社団法人日本青年会議所 

国際会議支援委員会 

委員  岸本 篤人 
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本年度、公益社団法人日本会議所 国際会議支援委員会に出

向させていただきました。 

国際会議支援委員会としては、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ鹿児島大会へ

の協力・参加推進、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ鹿児島大会の渉外窓口、

ＪＣＩ 金沢会議の実施、ＪＣＩ Ｗｏｒｌｄ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ

横浜大会誘致への支援、インターナショナルナイトの開催、世

界が共感するクールジャパンを発信する事業の企画・実施、Ｊ

ＣＩオペレーションホープの支援を担っていました。明治維新

から１５０周年を迎え、海外からのインバウンドを大きく獲得する機会が生まれる一方、

世界に向け日本の魅力が十分に発信できていない中、世界のリーディングＮＯＭとして、

アジア太平洋地域の普遍的な平和と繁栄への貢献と開催地である鹿児島の地域益の最大化

と国際化、日本の国益の一層の増進に寄与する活動に携わらせていただきました。 

国際の知識と見識が増え様々な経験を積むことで価値観を広げ自己成長を遂げることが

できました。また、「和」の精神性を身に纏い普遍的な友情を育んだ海外のメンバーとと

もに、日本の魅力が世界へ伝わり誰もが訪れたくなる愛と希望溢れる国を発信できたと確

信しています。今後、このような体験経験を LOMに伝えて参りたいと思います。このよう

な機会を与えてくださりましたこと、心より感謝いたしております。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2018.1.19.20.21 

1.29 

2.25 

3.25 

6.26 

7.8 

10.28 

11.24 

京都 

大阪 

東京 

大阪 

大阪 

横浜 

神戸 

神戸 

第 1回 京都会議 

第 2回 委員会 

第 3回 委員会 

第 4回 委員会 

第 5回 委員会 

第 6回 委員会 

第 4回 委員会 

第 7回 委員会 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 

持続可能な近畿確立委員会 

委員  植野 泰幸 
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本年度、公益社団法人日本青年会議所近畿地区協議会持続可

能な近畿確立委員会に出向させて頂きました。委員会として

は、近畿地区への転入者増加の推進による事業を展開してまい

りました。特に、限界村落といわれる地域に出向き調査し、そ

の地域のすばらしさを SNSを利用し、日本中に発信してきまし

た。また、近畿エリアでの活動ということで、普段は出会うこ

とできない仲間と交流することができ、普段経験できない良い

体験をさせて頂きました。この経験を活かし、来年以降も JC活動を邁進していきたいと

考えます。最後になりましたが、一年間出向させていただきましたことを感謝し、報告に

代えさせて頂きます。ありがとうございました。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2018.1.19.20.21 

1.29 

2.25 

3.25 

6.26 

7.8 

10.28 

11.24 

京都 

和歌山 

西宮 

大阪 

但馬 

大阪 

大阪 

大阪 

第 1回 京都会議 

第 2回 委員会 

第 3回 委員会 

第 4回 委員会 

第 5回 委員会 

第 6回 委員会 

第 4回 委員会 

第 7回 委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

日本JC連携推進会議 

議員  本名 佑至 
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本年、出向させていただきました兵庫ブロック協議会の日本Ｊ

Ｃ連携推進会議では、日本国憲法を県民の方にわかりやすく、ま

た誤解を招かないように発信することを目的としてさまざま協議

してまいりました。日本ＪＣの改憲に対する姿勢をしっかりと認

識したうえで、我々が考えるべき日本の未来を見据えた良き議論

ができ、自分自身の成長につながったものと感謝いたしておりま

す。またブロック大会においては、「共育」を主軸に、子どものみならず我々子育て世代

の親がどのように次世代を育成していくかを思慮研究し、「変えるべき」と「変えざるべ

き」をメンバーで共有しながら取り組むことが出来ました。一人ひとりの正しい認識が重

要であり、それを共有した仲間が大きな和を築き、その和を拡げることでよい方向に進め

ることが出来るものと感じました。学んだことをしっかりとＬＯＭメンバーと共有し、今

後の淡路ＪＣの発展に尽くせるよう精進してまいります。出向させて頂きありがとうござ

いました。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2017.11.13 

2018.2.10  

4.13 

5.23 

8.17 

8.24 

8.25 

ANAクラウンプラザホテル 

神戸ポートピアホテル 

三宮研修センター 

西宮青年会議所事務局 

郷の音ホール 会議室 

郷の音ホール 

郷の音ホール 

第 1回  委員会（予定者） 

第 3回 委員会 

第 5回 委員会 

第 6回 委員会 

第 9回 委員会 

ブロック大会リハーサル 

ブロック大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫の未来創造委員会 
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副委員長  伊山 真司 

本年度、公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協

議会 兵庫の未来創造委員会に出向させていただきました。本委

員会では副委員長の役をいただき、兵庫県知事との懇談会の企画

設営の役割をいただきました。その中で LOMと同じように仲間の

存在を大きく感じ、活動や事業の内容で得たもの以上に人との関

わりを深めることができた一年となりました。組織であるからこ

そ内容だけでなく人と人とが繋がる大切さ、今後一層そのことも考えながら LOM活動に邁

進していきたいと思います。このような機会を与えてくださり本当にありがとうございま

した。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2018.1.12 

2.10 

3.24 

4.21 

5.15 

6.9 

6.10 

 

6.29 

7.25 

8.24 

 

8.25 

 

9.15 

 

12.7 

イーグレ姫路 4F 第一会議室 

神戸ポートピアホテル 

尼崎商工会議所 

西宮青年会議所事務局 

明石商工会議所５Ｆ研修室 

三木総合防災公園 会議室 

三木総合防災公園 

 

兵庫県公館 

JEC日本研修センター2F会議室 

三田市総合文化センター郷の音

ホール 

三田市総合文化センター郷の音

ホール 

新西宮ヨットハーバー多目的広

場 

「まる雅」姫路市内 

第 1回  兵庫の未来創造委員会 

第 2回  兵庫の未来創造委員会 

第 3回  兵庫の未来創造委員会 

第 4回  兵庫の未来創造委員会 

第 5回  兵庫の未来創造委員会 

第 6回  兵庫の未来創造委員会 

第 4回  JCカップＵ-11少年少女全国大会

兵庫予選    

兵庫県知事との懇談会 

第 7回  兵庫の未来創造委員会 

第 8回  兵庫の未来創造委員会 

 

第 51回  ブロック大会三田大会記念式典・

講演 

第 9回  兵庫の未来創造委員会 

 

第 10回  兵庫の未来創造委員会 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

JC運動発信委員会 
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委員  小川 優一 

本年度近畿地区兵庫ブロック協議会 JC運動発  信委員会

に出向させて頂きました。JC運動発信委員会では、 ASPAC鹿

児島大会、サマーコンファレンス、全国大会宮崎大会 Hyogo 

SAKE soupブース出展など様々な事業に参加させて頂きまし

た。不慣れながらも周りの方々の支えがあって何とか役割を全

うすることができました。兵庫県下の LOMの方々と交流を深め

る事により新たな絆も生まれたのではないかと思います。このような機会を与えて頂いた

ことでこれからの JC活動の取り組み方や考え方なども変わってきたのでこれを LOMで活

かせるように日々邁進してまいりたいと思います。最後になりましたが、1年間出向させ

て頂いたことを心よりお礼申し上げます。ありがとうございました。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2017.11.13 

2018.2.10  

3.15 

4.23 

5.23 

8.25 

ANAクラウンプラザホテル 

神戸ポートピアホテル 

三宮研修センター 

三宮研修センター 

三宮研修センター 

郷の音ホール 

第 1回  委員会 

第 2回 委員会 

第 3回 委員会 

第 4回 委員会 

第 5回 委員会 

ブロック大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

ブロック大会運営委員会 
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委員  川越 勇輔 

本年度、公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協

議会ブロック大会運営委員会に出向させていただきました。一般

社団法人明石青年会議所より出向の西田委員長のもと、過去最大

のブロック大会を目指し、三田市にある郷の音ホールを舞台に県

政 150周年記念事業としての講演や兵庫各地の名産を集めたグル

メブース、ステージイベントなどなど盛りだくさんの内容で第

51回兵庫ブロック大会三田大会～ふるさとから奏でる兵庫の語

り種～を開催致しました。 

舞台担当としての設営や運営手法について多くのことを学び、また多くの友人を作るこ

とができました。大会当日の来場者は 8.000人を超え、淡路 JCからも多くのメンバーが

参加していただき、大会は大成功に終えることができました。この経験を活かして今後の

LOM活動に邁進してまいります。このような機会を与えてくださり本当にありがとうござ

いました。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

2017.11.23    

2018.1.7     

2.6     

2.10     

3.8     

4.9     

 5.23        

 6.23     

 7.10     

8.17     

 8.25     

 10.25     

神戸ポートピアホテル 

三田市郷の音ホール 

明石市商工会議所 

神戸ポートピアホテル 

三宮クレアホール 

篠山市商工振興会館 

ニューむさし 

太子町役場 

三田市郷の音ホール 

三田市郷の音ホール 

三田市郷の音ホール 

肉の入り江 

第 １回 ブロック大会運営委員会 

第 ２回 ブロック大会運営委員会 

第 ３回 ブロック大会運営委員会 

第 ４回 ブロック大会運営委員会 

第 ５回 ブロック大会運営委員会 

第 ６回 ブロック大会運営委員会 

第 ７回 ブロック大会運営委員会 

第 ８回 ブロック大会運営委員会 

第 ９回 ブロック大会運営委員会 

第１０回 ブロック大会運営委員会 

第５１回 ブロック大会三田大会 

第１１回 ブロック大会運営委員会 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

財務規則審査会議 
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議員  藤川 龍介 

本年度、兵庫ブロック協議会財務規則審査会議に出向させてい

ただきました。 

兵庫ブロック協議会で実施される事業の根幹となる議案を財務、

コンプライアンスの観点から精査し、健全で適切な事業の遂行を

担保するという役割を担っているということもあり、毎回緊張感

を持って出席させていただきまし た。他LOMの方々の様々な視

点もある中で議案と向きあうことで、今までになかった新たな考

え方や観点があることを気づかされ、貴重な学びの機会となりました。このような貴重な

機会をいただけたことに感謝申し上げ、出向者報告を閉じさせていただきます。 

出 向 記 録 

年 月 日 場  所 内        容 

  2017.2.10     

3.7     

4.6     

 5.2        

 5.22     

 6.22     

8.29     

 9.19     

 10.31     

神戸ポートピアホテル 

神戸市 

丹羽市 

伊丹市 

小野加東市 

三木市 

豊岡市 

龍野市 

篠山市 

第 1回 委員会 

第 2回 委員会 

第 3回 委員会 

第 4回 委員会 

第 5回 委員会 

第 6回 委員会 

第 7回 委員会 

第 8回 委員会 

第 9回 委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 
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委員  中川 貴弘 

本年度、近畿地区兵庫ブロック協議会アカデミー会員拡大委員会

に出向させていただきました。アカデミー会員拡大委員会では、2

回のアカデミー事業と計 9回の委員会を行いました。第 1回アカデ

ミー事業では、兵庫県下の若手メンバーが淡路島の地に赴き、伊奘

諾神宮での参拝と本名宮司を講師にお招きしてのご講演を拝聴しま

した。また、その後の慶野松原荘にて懇親会を行い、委員会のメン

バーとも交流を深めることが出来ました。 

その他、兵庫県各地で開催された第 2回アカデミー事業や各委員会にも参加させていただ

き、その地域の特色や文化を学ぶ貴重な機会をいただきました。この経験を有意義に活か

し、今後のＪＣ活動にも積極的に取り組んでいく所存です。 

 結びに、1年間アカデミー会員拡大委員会に出向させていただいたことに心からの感謝

を申し上げ、委員会の出向報告とさせていただきます。 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 

委員  空山 智郎 

本年度、近畿地区兵庫ブロック協議会アカデミー委員会に出向さ

せて頂きました。出向する中で多くの他 LOMの方々と出会い、事業

や委員会で様々な経験をさせて頂きました。1年間の出向した事で

学んだ気づきを今後の活動に活かしていきたいと思います。この経

験は自分の成長に繋がったと感じています。このような機会を与え

てくださり本当にありがとうございました。 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 

委員 松浦 清志 

本年度、公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック協議

会アカデミー委員会に出向させていただきました。出向する中で、

多く方々と出会い絆を深めることができました。そして各ＬＯＭの

多くの方々と出会い・共に学び・事業を作り上げる事で多くの学び

を得る事ができました。この出向させて頂きました１年間での学び

や気づきを、今後の活動して行く上で活用していきたいと思いま

す。このような機会を与えて頂きありがとうございました。 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 
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委員  萩野 祐樹 

本年度、近畿地区兵庫ブロック協議会アカデミー会員拡大推進

委員会に出向させていただきました。委員会では兵庫県各 LOMよ

り集まった多くの方と話をする機会があり、いろいろな話を聞か

せていただきました。また事業にむけて取り組む姿勢、精一杯楽

しむ事に、LOMとはまた違った刺激を受けるなど様々な体験をさせ

ていただきました。本当によい経験となりました。この経験を LOM

で活かしたいと思います。最後になりましたが、１年間出向させていただいたことに感謝

しております。ありがとうございました。 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 

委員  森田 俊寛 

2018年度兵庫アカデミー拡大推進委員会に出向させていただき

ました。この委員会ではいくつかの小委員会に別れ、淡路島は加

古川、明石と一緒に<瀬戸内会>として動くことになりました。 

自分は正直なところ、他の小委員会の事業には参加することはほ

とんどなかったのですが、瀬戸内会での事業では感銘させられる

ものがありました。 

瀬戸内会では一級河川加古川でのレガッタ競争という事業でし

た。レガッタにのったのも初めてでしたが、加古川に足を入れたのも初めてでした。そも

そもこのレガッタというものを加古川にもってきたのは加古川JCの先輩ときいて、それこ

そ初めてしりました。またこのレガッタでの大会は毎年、全国大会にもつながっておりま

す。いろんな文化があり、それをいろいろなLOMの先輩方が自分達で考えて、率先して行

動し今や当たり前になっていることは本当に有難い事だと感じました。それぞれの地域の

特性を考え、未来の地域につながることは誰にでもできることではありません。それも身

近なところでされていることは、生活に密着している証拠なのだとかんじます。 

地域から全国へ、これはできそうで、できないことでありますが、JCなら大きな舞台へ

誘致することもできるのだなと感じることができ、自分ももっと地域発見、地域発信をし

ていかなくてはと改めて感じました。まだまだ微力にすぎませんが、他 LOMのことを知

り、いろいろな発見、気付きがありました。 

 

 

出 向 記 録 
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年 月 日 場  所 内        容 

2018. 1.28 

2.10 

3.24 

4.21 

5.19 

5.20 

6.23 

7.28 

8.18 

9.16 

10.20 

11.25 

加古川プラザホテル 

神戸ポートピアホテル 

天王寺川中学校 

うづかの森 

伊奘諾神宮、 

慶野松原荘 

加古川漕艇センター 

台風で中止 

三木ホースランドパーク 

竹野海岸 

書写山 

ANAクラウンプラザホテル 

第 1回 委員会 

第 2回 委員会 

第 3回 委員会 

第 4回 委員会 

第 1回 アカデミー事業 

第 1回 アカデミー事業 

第 5回 委員会 

第 6回 委員会 

第 7回 委員会 

第 2回 アカデミー事業 

第 8回 委員会 

第 9回 委員会 
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9． 監 事 報 告 

監事          新家 春輝  時枝 弘記 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度は監事という役職をいただき、各事業が目的に沿ってなされているか、業務の

遂行体制は正確か及び予算の執行は的確に行われているか、また財産の状況について責任

をもって確認させていただきました。そして理事会を中心とした各会議において、規則や

コンプライアンスに基づき、これまで培ってきた経験や知識を合わせて可能な限りの言葉

で意見をさせていただきました。すべてはよりよくなるために時には厳しい言葉をかけさ

せていただいたこともありましたが、2018年度の事業の全てが滞りなく終えることができ

安堵しています。メンバーの皆様、特に委員長の皆様本当に一年間お疲れ様でした。 

 最後になりましたが、これまでと同様、一般社団法人淡路青年会議所メンバーが何事に

も真剣に挑戦し、淡路島のよりよい社会の実現に向け邁進されることを祈念申し上げ、監

事報告とさせていただきます。一年間ありがとうございました。 
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10． 会 員 動 行 

１．2017年度末 会員数 

正会員 47人    特別会員 334人 

２．2018年度 入会者 

新入会者名 推薦者 

糸山 秀樹 中川 貴弘 小川 優一 伊山 真司 

延原 直樹 横山 泰明 伊山 真司 桑原 世茂 

谷口 優 横山 泰明 小川 優一 伊山 真司 

村上 正樹 植野 泰幸 木戸 隆一郎 波戸 大樹 

南部 真希也 藤井 宏昌 空山 智郎 中川 貴弘 

植田 峻正 横山 泰明 伊山 真司 吉田 光佑 

三澤 大祐 藤井 宏昌 植野 泰幸 空山 智郎 

濱 健一 小川 優一 伊山 真司 空山 智郎 

田中 昭仁 横山 泰明 波戸 大樹 吉田 光佑 

天羽 一真 藤井 宏昌 植野 泰幸 木戸 隆一郎 

 

３．2018年度 会員数 

正会員 55名    特別会員 334人 

４．2018年度 退会者 

松浦 清志 

５．2018年度 休会者 

なし 

６．2018年 物故会員 

渡辺 修吾  秦 信夫  岡崎 充男 

７．2018年度 除名者 

なし 

８．2018年度 卒業会員 

有馬輝行 岩本章男 田浦勝司 長尾亨 番所祥平 

９．2018年度 役員選考委員 

新家春輝、時枝弘記、竹田良平、藤井宏昌、波戸大樹、藤川龍介、三浦義崇 

有馬輝行 岩本章男 田浦勝司 長尾亨 番所祥平 
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11． 2018 年度 一般社団法人淡路青年会議所 

役 員 名 簿 

【理 事 長】        竹 田  良 平 

【直前理事長】        時 枝  弘 記 

【監   事】        新 家  春 輝 

【副 理 事 長】        藤 井  宏 昌 

               川 越  勇 輔 

               波 戸  大 樹 

               藤 川  龍 介 

【専 務 理 事】        三 浦  義 崇 

【出 向 理 事】        植 野  泰 幸 

               岸 本  篤 人 

                                本 名  佑 至 

【理   事】        横 山  泰 明 

               木 戸  隆一郎 

               中 川  貴 弘 

               笘 屋  千 賀 

               小 川  優 一 

               伊 山  真 司 

               桑 原  世 茂 
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12． 出向者一覧 

 

公益社団法人日本青年会議所 

出 向 先 役 職 出向者氏名 

国際会議支援委員会 委 員 岸本 篤人 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 

出 向 先 役 職 出向者氏名 

持続可能な近畿確立委員会 委 員 植野 泰幸 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

出 向 先 役 職 出向者氏名 

日本JC連携推進会議 議 員 本名 佑至 

兵庫の未来創造委員会 委 員 伊山 真司 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 委 員 空山 智郎 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 委 員 中川 貴弘 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 委 員 萩野 祐樹 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 委 員 松浦 清志 

兵庫アカデミー会員拡大推進委員会 委 員 森田 俊寛 

JC運動発信委員会 委 員 小川 優一 

ブロック大会運営委員会 委 員 川越 勇輔 

財務規則審査会議 副議長 藤川 龍介 
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13． 組織及び委員会構成 
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14． 褒   章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇最優秀委員会賞 

JC 活動向上委員会 

〇優秀委員会賞 

  総務委員会 

〇最優秀事業賞 

  社会開発事業「今こそ、淡路島一市へ～紡いだ想いが未来を築く～」  

明日の淡路確立委員会 

〇優秀事業賞 

  次世代育成事業～淡路島 BREATH OF THE WILD～ 

  次世代育成委員会 

〇最優秀会員賞 

  番所祥平 

〇優秀会員賞 

  空山智郎 

〇最優秀新人賞 

  堀部泰博 

〇優秀新人賞 

  萩野祐樹 

〇奨励賞 

  福永真一  

  村上正樹 

○例会出席 

有馬 輝行  伊山 真司  小川 優一  川越 勇輔  桑原 世茂 

竹田 良平 

時枝 弘記  中川 貴弘  波戸 大樹  藤井 宏昌  藤川 龍介 

三浦 義崇  横山 泰明 

○卒業生感謝状 

有馬 輝行  岩本 章男  田浦 勝司  長尾  亨  番所 祥平 
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15． 決 算 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 44 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 45 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 46 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 47 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 48 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 49 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 50 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 51 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 52 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― 53 ― 

16． 監 査 報 告 

 

 
 
一般社団法人淡路青年会議所 
 代表理事 竹田 良平 殿 
 
 私たち監事は、平成３０年１月１日から平成３０年１２月３１日までの事業
年度の理事の職務の執行に関して、本監査報告を作成し、以下のとおり報告い
たします。 
 
１．監査の方法及びその内容 
 私たち監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の
環境の整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使
用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
め、重要な決裁書類等を閲覧し、法人事業所において業務及び財産の状況を調
査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその
附属明細書について検討いたしました。 
 さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る
計算関係書類（貸借対照表、正味財産増減計算書、財務諸表に対する注記及び
これらの附属明細書）について検討いたしました。 
 
２．監査の結果 
 （１）事業報告等の監査結果 
   一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い法人の状況を
正しく示 
     しているものと認めます。 
   二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反
する重 
     大な事実は認められません。 
 （２）計算関係書類の監査結果 
    計算関係書類は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点にお
いて適正 
    に表示してしるものと認めます。 
 
 
  平成３０年１２月２８日 
 
                         一般社団法人淡路青年会議所 
 
                         
監 事              印 
 
                      
監 事              印 
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1 月例会～新たなる決意の刻～・第 10 回定時総会 2018 年 1 月 10 日(水) 伊弉諾神宮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年会 1 月 17 日(水) 淡路夢泉景 
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2 月例会「２月例会～ No!とは言わせない！～」2018 年 2 月 14 日(水) 洲本市文化体育

館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＯＭ役員懇談会 2018 年 2 月 25 日（日） 明石 岩屋神社 
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3 月例会 「３月例会 知識は力なり～輝く組織づくりのために～」2018 年 3 月 14 日(水) 

洲本市文化体育館 講師公認会計士 廣瀬 好伸 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月例会 「4 月例会 ～ Next speaker 次代を担う発信者たれ～」2018 年 4 月 11 日(水)

洲本市文化体育館 
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第 24 回わんぱく相撲淡路場所 2018 年 4 月 29 日 洲本城特設土俵場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月例会「5 月例会 Do Our Best」2018 年 5 月 9 日(水)洲本市文化体育館 日本ユニカ

ール協会 近畿・東海エリア エリアマネージャー 講師小林 茂 氏 
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「淡路島の未来を創る議員連盟」との懇談会 2018 年 5 月 24 日(木) 洲本市健康福祉館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月例会「６月例会～淡路島一市のその先に～」2018 年 6 月 13 日(水) 淡路島観光ホテ

ル 
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「今こそ、淡路島一市へ〜紡いだ想いが未来を築く〜」淡路島一市アンケート調査 2018

年 6 月 24 日(日)キンキスーパー東浦店・南あわじ市 パルティ・イオン洲本店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月例会「7 月例会～未来への第一歩～」2018 年 7 月 11 日（水） 淡路島うずしお温泉 

うめ丸 
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次世代育成事業「次世代育成事業～ 淡路島 BREATH OF THE WILD ～」2018 年 7 月

16 日（月）諭鶴羽山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 71 回淡路島まつりおどり大会「淡路青年会議所連」として 2018 年 8 月 4 日（土） 
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8 月例会「8 月例会 ～組織力アップはコミュニケーションから～・第 11 回臨時総会」

2018 年 8 月 8 日(水) 洲本市立文化体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月例会「9 月公開例会「淡路島一市フォーラム～未来への選択～」2018 年 9 月 19 日(水)

洲本市立文化体育館 大ホール 
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10 月例会「10 月例会 ～新たな視点から創造する未来～」2018 年 10 月 10 日(水)洲本市

立文化体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月例会「11 月例会～Tug of bonds 次代へ結ぶ絆引き～」2018 年 11 月 14 日(水) 洲本

市立文化体育館 
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「持続可能な淡路島の実現に向けて淡路島内３市による『淡路島一市へ向けた合併協議

会』の設置について要望書を提出 2018 年 11 月 27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月例会「12 月例会 卒業～新たなる門出～」2018 年 12 月 12 日(水) 淡路島うずしお

温泉うめ丸 
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一 般 社 団 法 人 

淡 路 青 年 会 議 所 
 

 

 

 

 

 

 

２０１９年度 

事業計画書 
 

2019年１月１日～年 12月 31日 
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一般社団法人淡路青年会議所 

2019 年度 スローガン 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年度 理事長 

藤井 宏昌 

 

 

 

 

出藍の誉れたる覚悟をもって 
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1． 理 事 長 所 信 

 

はじめに 

「意志ある先にこそ道が拓ける」いつの時代も果敢に挑戦されてきた先輩諸兄の功績を

辿るといつもこの言葉が思い浮かびます。我々は、先輩諸兄が切り拓いてきた道が今に結

びついているのだということを決して忘れてはなりません。今こうして青年会議所活動を

行えるのは、まぎれもなくこれまでの努力と血の滲むような運動や活動があったからこそ

であり、どんなに時代が変化しても常に変革を行う姿勢を崩すことなく、奉仕・修練・友

情という三信条に支えられ築かれてきた歴史は我々の誇りであります。 

我々の使命は「明るい豊かな社会」の実現であります。技術革新によって便利な社会にな

り、莫大な量の情報が飛び交っている現代においてもその実現のために変えてはならない

姿勢は、何があろうとも強い意志を持ってひた向きに行動し続けることですが、その中で

最も大切なことは、どのような意志を持って行動するかであります。その意志とは、現状

に留まることなく常に本質は何かを追求し、率先して勇気ある行動をとることでありま

す。それが未来を見据えた運動や活動に繋がるものであり、その結果一人でも多くの島民

が現状に満足するだけではなく、１０年２０年先の未来について考え行動を起こしていけ

れば必ず淡路島は素晴らしい島で有り続けることが出来るはずです。だからこそ我々が率

先して地域の課題に向き合い、俯瞰的に物事を捉え、我々世代の感性を信じ、失敗を恐れ

ずに自身の能力の限界に挑戦し、未来に向け確固たる意志のもとに行動し続けていくこと

で、淡路島をよりよい方向に導いていけるものと確信しております。 

 

淡路島一市の推進加速 

淡路ＪＣの運動を代表する「淡路島一市運動」は、「淡路はひとつ」という我々の基本理

念を地域の土壌に当てはめた運動であります。今年度は、この運動を更に推進していく必

要があると考えます。何故ならば、地域間競争が激化しているこの時代においては、地域

全体で戦略を立てて積極的に臨まなければ、いかに特色のある地域であろうとも特色のな

い他の地域と同様に埋没してしまう可能性があります。そうならないためには、現状に不

満はないから今は何もしなくてよいという受け身で考えるのではなく、未来のために今何

ができるかを考えなければなりません。だからこそ淡路島民が自らよりよいまちづくりと

は何かについて積極的に、そして真剣に議論し合える当事者意識を持つ機会の創出と環境

を整えることが急務であります。おりしも平成の大合併に三市という一つの結果を出した

この地域が、次の元号では新たな選択をし、よりよい地域になるものと信じて今行動を起
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こすことに全力を注ぎます。そうすることで島民一人ひとりが地域に対して責任を持ち、

子どもたちに対しても素晴らしい淡路島の未来を語ることができ、延いてはより多くの誇

りを持った島民への意識醸成に繋がり、未来の淡路島はどのようになって欲しいかという

積極的な議論が生まれてくるでしょう。そこで淡路島一市の具体的な方向性について意見

を交わしていくことで島民としての真の意識が芽生えるものと考えます。この運動が大き

く広がり、円の中心から強い原動力が生まれ、地域が進化を遂げていく一年にしてまいり

ます。 

 

未来ある子ども達のために 

世の中の変化は年々そのスピードが加速しています。新たな技術によって次々と便利なも

のが生み出され、すべてのものには対応しきれていない現状ではないでしょうか。今後更

に情報技術が発展し、人間と人工知能（AI）とが共存していく「第四次産業革命」とも言

われる時代に突入していく中、子どもたちが成長して行く過程でより強く求められるのは

主体性であります。主体性を育む要素として最も重要なのは周囲の環境であると考えてい

ます。その環境とは住む環境はもとより、家族や周囲の大人達、そして地域から受ける影

響がとても大きな割合を占めるはずです。単に便利な機械を使いこなすことだけで主体性

は身につきません。『淡路島』には素晴らしい地域資源である歴史・伝統文化・気候風土

があり、住環境も素晴らしく、周囲の人との関わりが今も残っています。しかし私たち大

人は、これらの有難い資源や環境を一体どのくらい理解し、このことがどれほど大切であ

るかを子どもたちに伝えられているでしょうか。私は子どもたちにもっと地域の魅力を意

識して育てていくべきだと考えています。何故ならば、子ども達が『淡路島』のいいとこ

ろを理解しながら成長していくことで、感受性が豊かになり、地域への愛着が生まれ、心

身ともに健やかに成長していくからです。そしてその姿に親や地域の大人も気付かされる

ことがあるはずです。子どもの成長と地域の発展は互恵関係にあると考えます。私たち大

人がしっかりと地域の魅力を知り、伝えていくことで、子どもたちの健やかな成長を共に

導いていこうではありませんか。それが子どもたちの素晴らしい主体性を育む事に繋がる

のです。 

 

強い自己と組織 

ひとはなぜこの世に生を受け存在するのか。この問いに対して明確に答えられる人は多く

はないのではないでしょうか。私は幸せを追求し、楽しい人生を送るために生まれ、存在

していると考えています。困難や苦悩はつきものですが、何事にも挑戦していくことが大
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事であると感じております。その上で一瞬一瞬を大切にし、人との関わりを重要視してお

ります。しかしながら、自分がこれまで歩んできた人生を振り返り、真剣に自分自身に向

き合う機会をつくることがほとんど出来ていないのが現状ではないでしょうか。改めて自

分と向き合う時間を設け、何のために歩んでいくのかを明確にし、自己を確立する一年に

していきましょう。そのことがこれからの人生において、大きく作用していくと考えてい

ます。そして、自己を確立するのと同じく大切なことが組織としての意志です。強い組織

には強いリーダーシップが必要であることは言うまでもありませんが、それと同様に重要

なことがフォロアーシップであります。各々が責任と役割を自覚し、報連相は基より確連

報の考え方を心掛けていくことであります。リーダー自らが計画段階からメンバーに歩み

寄ることで各々が役割を自覚し、助け合いの心の下にあるべき姿を模索していくことで自

発的な行動を生み、自律した強い組織運営ができるに違いありません。一年間という限ら

れた時間だからこそ、本気で活動に取り組み、リーダーシップとフォロアーシップの両輪

が円滑に稼働していく瞬間を共に分かち合いましょう。組織としてこの両輪が円滑に稼働

していくこでより強い組織へと繋げていくことができると確信しています。 

 

メンバーの拡大促進 

まちづくりを掲げる団体だからこそ多くのメンバーが必要であります。しかし人口減少社

会において、新入会員の自然増を望むことは難しい状況にあります。更にＪＣの入会時に

おける平均年齢は上がり続けており、今や全国平均は３５歳以上になっています。この流

れには警鐘を鳴らさなければなりません。ＪＣの醍醐味は理事経験をしてはじめて得られ

るものが多くあり、私自身も理事をさせていただいた初年度、地域貢献への意識は自分で

も驚くほど変化し、その経験は一生の宝と言っても過言ではないほど自身の幅が大きく広

がったと実感しております。だからこそ、今年度はさらに３５才以下に重きを置き拡大活

動を行ってまいります。そのためには、戦略を練り、若いメンバーを含めメンバー全員で

強い意志のもと積極的且つ大胆に行っていかなければなりません。時代が変われどもふる

さとに想いを馳せ行動したいと願う人材は確実に存在しています。一人でも多くの同志が

集う魅力あふれる団体にするべく、多くの人と関わり合い、相手のために全力でぶつかり

合ってまいりましょう。今ここで生む結果が今後の時代を動かす大きな力に繫がっていく

と信じて。 
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むすびに 

我々がＪＣ活動を行う上で、基盤となる企業活動は常に活気に満ち溢れていなければなり

ません。時代の変化は避けて通ることはできませんが、時流を掴み如何にして変化に対応

できるかが重要です。その上で青年会議所活動を通して更なる人脈の輪を広げ、様々な情

報を収集し、これからの時代を強く生き抜く力を養いましょう。そして自分と向き合い、

当たり前のことへの感謝を忘れず、40歳までという限られた今の時間を惜しまず本気で活

動して参りましょう。その結果で生まれた自己の成長がこの青年会議所活動だけに留まる

ことなく、家族や会社、また地域のためにフィードバックしていくことができるはずで

す。それが何よりの奉仕であると考えます。私たちは決して立ち止まることなく、前を向

き、強い意志と行動力でこの刻にしか得ることのできない欠けがいのない財産を自らの手

で掴んでまいりましょう。そして、ふるさと『淡路島』の未来を真剣に考え、我々の強い

意志の先に正しい道が拓かれることを信じ、これまでの変革を止めることなくさらに進化

させていくことは、地域の魅力があふれ真の力へと結びつけることになるのですから。皆

様のみならず、淡路 JC全メンバーの皆様、OBの皆様、今年度の活動に関わっていただい

たすべての皆様に多大なるご理解、ご協力を賜ることが出来たからこそであると骨身に染

みて実感しております。文章ではとても伝えきれない想いではありますが、改めて厚く感

謝を申し上げ、理事長報告とさせていただきます。 
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2． 基 本 方 針 

 

一.  仮説と検証に重きを置き積極的な活動をしよう 

 

一.  「伝える工夫」より「伝わる工夫」を考えよう 

 

一.  人格の向上に努め信頼される人へと邁進しよう 
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3． 副 理 事 長 抱 負 

 

副理事長   本名 佑至  川越 勇輔  岸本 篤人  三浦 義崇 

 

 

 

 

 

 

我々Jayceeは共に向上し合い、社会に貢献しようという想いのもと活動しております。

この想いは、時代が変わろうとも先輩諸兄が活動を通して過去に表現し、今の我々へと引

き継がれています。一般社団法人淡路青年会議所は、その想いと共に淡路島の未来を描

き、時代の変革者として活動していかなくてはなりません。そのためには理事長の指し示

す方向を理解し、組織へと伝播させ、統一した意志を持って活動する必要があります。 

我々副理事長は、地域のため、組織のため、そして自分たち自身の成長へと繋がること

を意識し、メンバー全員の模範となるリーダーシップをもって JC運動へ関わる必要があ

ります。その結果が今年度の淡路 JCの活動へとつながり、次なる一歩につなげていくこ

とを常に意識しなければなりません。そのために、議案におけるチェック機能である常任

理事と共に事業に向き合い、これまでの経験を公室長・委員長を通してメンバーと共有

し、共に成長できるよう全力で取り組んでまいります。また、拡大活動の先頭に立つとと

もに、メンバーにおける拡大意識を醸成し、ふるさとを想う多くの同志が集う魅力溢れる

組織へと発展できるよう率先して活動いたします。さらに、三役における意志の統一を図

り、縦の伝達と横のつながりを重視し、JC活動の基盤である委員会をはじめ、例会、事業

への参画意識向上と協力体制の強化へと努めてまいります。そして、淡路 JCの変えては

ならない想いと今後のために変化すべき事柄を見定め、メンバー全員が理事長の指し示す

方向へ邁進し、ともに成長できる環境づくりを行ってまいります。 

新たなる時代を刻む活動を行うためには、我々副理事長が高い意識をもって活動するこ

とで淡路 JCをより活性化させる必要があります。その使命を全うすることが、地域へと

伝播し「明るい豊かな淡路島」の実現へ繋がると確信します。 

 

基本方針 

１. 先輩諸兄の想いを受け継ぎ、次世代へと引き継ぎます。 

２. 自立を重んじ、自己成長できる組織づくりを目指します。 

３. 淡路 JC の未来を創る拡大活動を行います。 
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4． 専 務 理 事 抱 負 

 

専務理事  波戸 大樹 

 

 

我々一般社団法人淡路青年会議所は創立以来、「淡路はひと

つ」の理念のもと日々活動をおこなってまいりました。長きに

亘り先輩諸兄から脈々と受け継がれた伝統と想い、積み重ねら

れた歴史をしっかりと受け継ぎ、次代に継承することが責務で

あると考えます。専務理事として理事長そして副理事長を補佐

し、青年会議所活動を円滑で効率的に運営し、他 LOM、特別会

員、他団体との渉外役等の職務を全うする必要があります。 

 青年会議所は様々な個性と価値観を持った個々が集まり、メンバー全員が一年間、理事

長の掲げる方向性の基に活動しております。また人づくりや街づくりの重要性を発信し続

けることはこれからも変わることはございません。それ故に組織として各々が役割を理解

し、円滑な流れを構築することは勿論のこと、メンバー各々の想いを集約させ各事業にし

っかりと取り組める基盤を早期に構築していかなければなりません。単年度制の青年会議

所は一年ごとにメンバー全員に様々な役職が与えられ、立場の違いから学びを得る機会が

多くあります。この意義をメンバー全員で認識し共有することで、より価値ある組織へと

変化していけると考えます。専務理事として、組織運営や財務に関する情報を三役間で共

有し、その情報を迅速かつ確実に伝えていくことで効率的な組織運営へと繋げることがで

きます。また他 LOM、特別会員、他団体との連携を密にし、誰よりも LOM全体に気を配り

青年会議所活動に対する意義や目的を、メンバーに伝播させ、これまで培った知識や経験

を活かし、積極的にコミュニケーションを重ねて職務を全うしてまいります。 

最後に、理事長が掲げるビジョンを誰よりも理解し、全力で支えると共に専務理事とし

て迅速かつ的確に組織運営を滞りなく行なうことで、組織が円滑に機能し活動していく先

にある「明るい豊かな淡路島」の実現ができるものと確信いたします。 

 

 

基本方針 

１. 役割を認識し、職務を全うします。 

２. LOM全体に気を配り、円滑で効率的な組織運営に努めます。 

３. 常に建設的な発想で取り組みます。 
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5． 監 事 抱 負 

 

監事   時枝 弘記 藤川 龍介 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々一般社団法人淡路青年会議所は 57年間にわたり諸先輩方の築き上げてくださった歴

史を受け継ぎ、56年の礎のもと、新たな一年がスタートいたします。変化を恐れず、何事

に もチャレンジし、新時代を想像するタイミングとなります。本年度は監事といたしま

して、 より一層「明るい豊かな淡路島」に向けて邁進するためきちんと活動が行われて

いるかどうか見極めなければなりません。監査はもちろんのこと、今までの経験を基に、

メンバー にアドバイスを積極的に行い、時には厳しく叱咤激励し、共に同じ目標に向か

って歩んで いきたいと思います。一年間メンバーの皆様のご理解ご協力をよろしくお願

い申し上げます。 

 

 

基本方針 

１. 理事会と相反する位置づけとして起こるであろう事由を見極め、的確な判断をいたし

ます。 

２. 理事に対し、淡路青年会議所としてあるべき姿を追求し、指導いたします。 
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6． 常 任 理 事 抱 負 

 

常任理事  桑原 世茂  植野 泰幸  木戸 隆一郎  笘屋 千賀 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人淡路青年会議所が創立してより 56 年という歴史の中で、淡路島を取り巻

く環境は多様化し、変化のスピードはさらに加速しています。淡路 JC も時流に対応しな

がら、様々な工夫を行ってまいりました。その中で議案の重要性や委員会運営の必要性は

変わることのない JC 活動の基盤であり、その精度を上げ、円滑に委員会運営を進める事

が常任理事に与えられた最も重要な役割であると考えます。 

青年会議所は様々な個性と価値観を持った青年経済人が集まり、それぞれの役割を果た

す事で組織として機能し、メンバー全員が理事長の指し示す方向のもと JC 運動を行わな

ければなりません。単年度制の青年会議所は、一年ごとにメンバー全員に様々な役職が与

えられ、立場の違いから学びを得ることができる機会の宝庫であると同時に、その意義を

理解することが必要です。また近年の拡大活動の成果によって、経験の浅い理事や初理事

も増加しました。各委員長が今までにない発想で、よりよい活動・事業展開ができる環境

を創出できる利点を活かしながら、理事会運営において最も重要な議案が疎かにならない

よう委員会目的達成に向けサポートする必要性があります。そこで常任理事として、副理

事長と各委員長を結ぶ架け橋となり、提出資料に関するスケジュール管理をはじめ、議案

の精度向上に努め、その意図が正確かつ明快になるようにいたします。そしてこの JC 運

動をより強固にしていくために、同じ志を持った多くの仲間を集い、淡路 JC が活性化

し、淡路島全体にとって、より価値のある組織へと進化していく必要があります。 

理事長が描く淡路島を実現すべく、常任理事の役職に徹し、すべての活動をメンバーと

共に汗を流し成功させることで、共に成長し、変化を与え、様々な困難にも屈しない魅力

あふれる組織になることにより、「明るい豊かな淡路島」の実現へ進むと確信しておりま

す。 

基本方針 

１. 委員会としての役割を共有し、目標へと導きます。 

２. 規律・規範を重んじ、実践できる委員会運営ができる環境をつくります。 

３. 委員長と副理事長との懸け橋として、議案の添削に努め、推敲を促します。 
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7． 公室長・委員長事業計画並びに予算及び役割業務 

 

理事長公室 

公室長 伊山 真司 

スローガン 

信を得る、陰になり 

 

我々一般社団法人淡路青年会議所は、創立以来「淡路はひと

つ」という理念のもと、共通の目標をメンバーで共有しＪＣ運動

や活動を展開しております。そして、メンバー個々の想いのみで

行動するのではなく理事長が掲げる所信に基づきメンバーが想い

を込め行動するからこそ、組織として掲げた目標に向かって邁進

し続けられると考えております。そのために、堅実な組織運営が

重要であり、基礎的業務を正確に行っていく必要があります。 

理事長公室は理事長の秘書的業務及び専務理事の補佐、また三役会・理事会設営などの

組織運営に携わる重責を担う役割であると感じております。そこで、配信資料が適正であ

るか事前確認を行うことで議論を建設的なものへと繋げ、さらに円滑な会議運営を心掛け

ることで各事業が理事長所信に基づき事業達成に向け進んでいくよう努めてまいります。

理事会においては、活発な議論の場になるよう委員長が三役・常任理事とのコミュニケー

ションを図り前もって意見の共有ができるようサポートし、相応しい環境に整える取り組

みをしてまいります。また三役と常任理事、委員長との連携調整役であることを理解し共

有すべき情報を迅速かつ正確に伝達するだけでなく、状況に応じた臨機応変な対応力を発

揮できるように努めてまいります。決して業務的にならず、メンバーとの深い関わりをも

ちフォローする意識と、自らが進んで行動することで信頼を築き、堅実でよりよい組織運

営となるよう目指してまいります。そして、拡大活動においても次代を担う同志に向けて

誠実に行動し、情熱をもって接していくことで、会員拡大に繋げてまいります。 

与えられる立場や役割の違うなかで理事長公室は組織運営に携わる委員会であり、確か

な組織運営となるよう我々が率先して連携を図ることで、メンバーの心が組織の示す方向

に向き、そのことが「明るい豊かな淡路島」の実現へ繋がると確信しております。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

・例会の企画・設営及び運営 

 

・会員名簿の作成 

 

 

・総合資料の作成 

 

7月 

 

2月 

 

 

1月 

 

7月例会の企画及び運

営 

会員名簿の発行 

 

 

PDFデータ及び CD-R 

 

正会員 

準会員 

正会員 

特別会員 

正会員 

正会員 

特別会員 

正会員 

27,500 

 

355,500 

 

 

1,000 

例会設営費 

   合計 384,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営 

・例会欠席者へのアテンダンスの 

案内及びフォロー 

・理事長の秘書的業務及び専務理事の補佐 

・一般庶務事項及び発送文章の管理 

・会員名簿及び名刺の作成 

・2019年度総合資料の作成 

・ゴルフ同好会・卒業コンペの開催 

・選挙管理委員会の設置 

・財務に関する処理及びコストダウンの調

査 

・ 年会費・入会金の調査 

・ 会費の徴収 

・ 渉外業務全般 

・ 事務局全般にわたる業務及び管理 

・ 理事会の設営及び議事録の作成 

・ 三役会の設営 

・ 通信案内簿及び諸記録の整理 

・ 会員拡大に関する業務 

・ 公室活動の記録保存 

・ 全事業への参加協力 

・ 理事長諮問に関する答申業務 

7月 

通年 

 

通年 

通年 

2月 

1月 

 

7月 

通年 

 

前・後

期 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

 

会員名簿の発行 

PDFデータ及び CD-R 
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淡路島一市推進委員会 

委員長 中川 貴弘 

スローガン 

共に創る「淡路のカタチ」皆で掲げる「淡路のミライ」 

 

今後の淡路島の在り方を議論し、未来を思い描きながら新し

い時代に向けて淡路島の形を創造してきたのは我々だけではあ

りません。淡路島民と共に一般社団法人淡路青年会議所が常に

先駆けとなり、地域社会の活性と発展に尽力してまいりまし

た。そして、淡路島にある歴史、伝統、食や生活、独自産業な

ど、この地域のアイデンティティーをさらに磨き、まとめ上げ

ることで島民と創る淡路島の未来の形を見出す必要がありま

す。 

淡路島がより一層笑顔と活気のある魅力溢れる地域としての輝きを放ち続けていく為に

は、全ての世代が欠けることなく島民一人ひとりが共に考え、共に進んでいかなければな

りません。淡路 JCでは先輩諸兄が連綿と紡いでこられた「淡路はひとつ」の理念のも

と、将来の淡路島の抱える諸問題に真っ向から向き合い、調査研究のうえで進めてきた運

動の継承が「淡路島一市の実現」という想いの結晶となり、今なお輝き続けています。そ

して、当委員会では「淡路島一市」に向けての現状を検証し、他の地域が抱えている状況

と同じ道を進むことなく、将来起こりうる問題点についても島民を巻き込んで共に議論し

伝播させることで、自分たちの住む淡路島を全ての世代が高い意識を持って考えていける

ように個々の意識の醸成へと繋げてまいります。そのために、我々が個々の責任を自覚

し、歩調を合わせた上で「淡路はひとつ」を実感でき得る事業を展開してまいります。そ

して、これらの活動を広く周知させ、地域を想う同志に向けても積極的にアピールし、勧

誘活動に繋げることで、今後の会員拡大が有意に動くものと考えます。 

我々の描く未来の淡路島は、島民と共に創り上げることにより、地域全体の希望とな

り、淡路島の未来を紡いでいく子どもたちにとって希望に満ちた地域へと成長していくに

違いありません。その結果が「明るい豊かな淡路島」の実現へと繋がるものと確信しま

す。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

・2月例会 

 

・淡路島一市推進事業 

 

 

 

2月 

 

6月 

 

 

例会の企画・設営及び運

営 

淡路島一市推進事業の企

画・設営及び運営 

 

正会員 

準会員 

淡路島民 

14,000 

 

1,000,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   合計 1,014,000 

 
 

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営 （1回） 

・淡路島一市推進事業の企画・設営及び運

営 

・例会欠席者へのアテンダンスの案内及び

フォロー 

・会員拡大に関する統括業務 

 

・委員会活動の記録保存 

 

・全事業への参加協力 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

2月 

 

6月 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

淡路島一市推進事業の企画・設営及び運営 
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学び舎の自己確立委員会 

委員長 堀部 泰博 

スローガン 

脚下照顧～自分を知る～ 

 

一般社団法人淡路青年会議所は、創立以来 56年という長きに

わたり、先輩諸兄が淡路島のためにたゆまぬ努力と数え切れな

いほどの想いを積み重ねてきた組織です。この脈々と受け継が

れてきた伝統ある組織を今後の淡路島の発展のために、さらに

磨きをかけて後世へとつないでいかなければなりません。その

ためには、組織として活性化させ、メンバー個々の能力が最大

限発揮できるように、今一度自分自身を見つめ直すことが必要

です。 

我々Jayceeは日常生活において、社会や地域をよりよくしていくために、限られた時間

の中で奮闘しております。その限られた時間を有意義に活用し、最高のパフォーマンスを

発揮するには、自分自身にも目を向けて、スキルや価値観を見いだす機会を設ける必要が

あります。当委員会では、メンバー個々の能力をより発揮できることを目的とした、自己

理解を促し自己の確立につながる研修事業を行います。自分自身と向き合う時間を作るこ

とは、自身の能力を俯瞰的に見ることであり、多くの自己の発見へとつながります。そし

て、それぞれの環境で自分のなすべき役割を自覚し、実行へ移していくことが好影響をも

たらし、JC活動だけでなく自分自身の還元へつながります。また、会員拡大に関する統括

として拡大活動の先頭に立って、より多くの同志を迎え入れるために、淡路島を奔走する

活動を行ってまいります。さらに、メンバー一人ひとりの経験と能力を生かして、互いの

協力を促し、情報共有ができるシステムを活用することで、さらなる会員拡大活動に結び

つく環境づくりを行ってまいります。 

メンバー個々が自己確立することによって、自身を理解し能力を最大限に発揮できるよ

うになることで、それぞれの活動に活力が生まれ、淡路 JCの発展拡大に寄与し、延いて

はは「明るい豊かな淡路島」の実現につながるものと確信しております。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

・3月例会 

 

 

・メンバー個々の自己確立に関

する研修事業 

 

・6月例会 

 

 

3月 

 

 

2月 

 

 

6月 

例会の企画・設営及

び運営 

 

研修事業の企画・設

営及び運営 

 

例会の企画・設営及

び運営 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

14,000 

 

 

63,300 

 

 

14,000 

 

 

会場費 

 

 

会場費・講師関

係費 

 

会場費 

   合計 91,300  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営(2

回) 

 

・例会欠席者へのアテンダンス

の案内及びフォロー 

 

・例会設営補助業務(12回) 

 

・メンバー個々の自己確立に関

する研修事業 

 

・会員拡大に関する統括業務 

 

・委員会活動の記録保存 

 

・全事業への参加協力 

 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

3，6月 

 

 

通年 

 

 

通年 

 

2月 

 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

 

 

 

 

研修事業の企画・設営及び運営 
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ふるさと共育発信委員会 

委員長 萩本 雅彦 

スローガン 

結～ともに学びともに育つ～ 

 

現代の子ども達は、物質的な豊かさや便利さの中で生活する一

方で、学校での生活、塾や自宅での勉強に時間を費やし、忙しい

生活を送っているのが現状です。また、地域社会においては、過

疎化の進行や連帯感の希薄化などから、地縁的な地域社会の繋が

りは薄れている傾向にありますが淡路島には辛うじて地域との繋

がりが残っています。だからこそいつの時代においても我々大人

が子ども達の主体性を適切に育むべきであると考えます。 

ふるさと共育発信委員会では子ども達に普段の生活では体験できないようなことを体験

できる事業を行います。近年、少子高齢化や共働き世帯の増加もあり、親子で過ごす時間

は年々減ってきている傾向にあります。同じ時間を過ごすだけではなく、同じものを見て

相手を感じあうことが大切だと考えます。ふるさと共育事業において子どもと大人がとも

に学び、ともに楽しみ、ともに苦労し相互理解を深めることで人を思いやる大切さや感謝

の気持ちを思うことにより日本人らしい思いやりの精神を育むことはとても大切だと思い

ます。また、淡路島には世界が誇る歴史、伝統文化があり、我々が誇れる素晴らしいもの

がたくさん存在します。自然豊かな資源と環境を感じ、体験、経験することにより、淡路

島への「きづき」を認識し、学んで行くことが大切で子ども達の主体性を少しでも伸ばす

手助けになれば良いと考えます。これらの活動を通じ、子ども達や地域社会に一般社団法

人淡路青年会議所の魅力を発信する事で未来の淡路島を担う仲間が増える事と確信してお

ります。 

子どもと大人がいろいろな体験、経験を通じて、淡路島の魅力を知ることができ、地域

社会と触れ合うことによって人と人との繋がり、絆が生まれることにより「明るい豊かな

淡路島」への一歩となることと確信しております。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

・例会の企画 

 

・ふるさと共育に関する事業 

 

 

 

4月 

 

3月～ 

11月 

4月例会の企画及び運

営 

ふるさと共育事業 

正会員 

準会員 

正会員 

準会員 

淡路島民 

14,000 

 

600,000 

例会設営費 

 

事業費 

   合計 614,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営（1回） 

・例会欠席者へのアテンダンスの案内及び

フォロー 

・ふるさとにまつわる共育に関する通年事

業 

・会員拡大に関する業務（関連委員会との

連絡調整） 

・委員会活動の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮問に関する答申業務 

 

 

 

 

 

4月 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

ふるさとにまつわる共育に関する通年事業 
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魅力溢れる会員委員会 

委員長 延原 直樹 

スローガン 

和して変す ～高め合う縁を成せ～ 

 

先人が築いた道を礎にして、新たな道を歩むためには支え合え

る仲間が必要です。そして、その仲間には、己の利益を物差しに

するのではなく、他の仲間や世の中のことを思う高い志が求めら

れます。私たちは、メンバーの交流を通じて、利他の心を拠り所

に互いのよいところは伸ばし、誤りがあればこれを正し合うこと

のできる会員関係を築き、各人が自らの意志で行動して、その輝

きを増すことが必要です。 

当委員会は、新年会の企画・運営などの相互の会員交流事業、淡路島まつりおどり大会

への参加などの島民との交流事業、例会の企画・運営を担っています。新年会は、ご来賓

の皆様をお迎えして、新年度の体制をお披露目するにふさわしいものに致します。また、

淡路島まつりおどり大会に参加し、多くのメンバーや家族の参加を促すことができる企

画・設営及び運営を行い、大会をより一層盛り上げたいと考えています。同大会には、

「淡路はひとつ」という理念を胸に参加し、淡路 JCのこれからの活動をより理解してい

ただくと同時に会員相互の結束を固め、交流を深めていく所存です。さらに、例会では、

個々のメンバーがそれぞれの魅力を発揮できるようなテーマ、内容を企画して、『楽しか

った！』と思える活動を実現し、密な交流関係を築きます。私たちは、日々のコミュニケ

ーションが会員交流そのものであることを肝に銘じて活動することが更なる会員拡大に結

び付くことと信じて行動し、会員相互の協調を重んじつつも、甘えることなく互いに刺激

し合うことでそれぞれの力を深化させ、個人だけでなく組織自体が飛躍することを目指し

ます。  

平坦の気を養ってこそ浩然の気を養える。私たちは、一日一生の精神で諸事業に取り組

み、互いの人格を研鑽してより魅力的なもの変化させ、以って未来の青年に誇ることので

きる「人」となることで、「明るい豊かな淡路島」を実現できると確信しています。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

・新年会の企画・設営及び運

営 

 

 

 

・例会の企画・設営及び運営 

 

 

・例会の企画・設営及び運営 

 

 

・淡路島まつりおどり大会の 

企画・設営及び運営 

 

1 月 

 

 

 

9 月 

 

 

12 月 

 

  

 

8 月 

 

新年会の企画・設営及び

運営 

 

 

例会の企画・設営及び運

営 

 

 

卒業例会の企画・設営及

び運営 

 

淡路島まつりおどり大会

の企画・設営及び運営 

 

正会員・特

別会員・来

賓・他

LOM 

 

正会員 

 

 

正会員 

 

 

正会員・特

別会員・来

賓・他

LOM 

250,000 

 

 

 

14,000 

 

 

 

100,000 

 

 

160,000 

 

会場設営等 

 

 

 

会場設営等 

 

 

会場設営等 

 

 

 

会場設営等 

   合計 524,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営（2 回） 

・例会欠席者へのアテンダンスの案内及

びフォロー 

・例会・事業の出席率向上における業務 

・新年会の企画・設営及び運営 

・淡路島まつりおどり大会への企画・設

営及び運営 

・公的出向の際の LOM ナイトの企画・

設営 

・会員拡大に関する業務（関連委員会と

の連絡調整） 

・委員会活動の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮問に関する答申業務 

・家族忘年会の企画・設営及び運営（報

告） 

9・12 月 

通年 

 

通年 

1 月 

8 月 

 

通年 

 

通年 

 

通年 

通年 

通年 

12 月 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

 

新年会の企画・設営及び運営 

淡路島まつりおどり大会の企画・設営及び運営 

 

LOM ナイトの設営 
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総務広報委員会 

委員長 萩野 祐樹 

スローガン 

ひとつひとつの繋がりをその先へ 

 

一般社団法人淡路青年会議所は、数多くの先輩諸兄が 56年間

「淡路はひとつ」の理念の基、淡路島発展へ尽力されてきまし

た。今後も淡路島に根ざした活動を継続し、発展させるため

に、メンバー一人ひとりが情報の共有を図り、活動意識を向上

させる必要があります。また、淡路 JCのメンバーが真剣に活動

に取り組む姿勢を多くの方に発信し、より魅力を伝えていくた

めにも淡路 JCの情報発信が必要であると考えます。 

 当委員会では、淡路 JCの組織・活動意義を多くの人に迅速かつ魅力的に発信していき

ます。各委員会の想いが詰まった例会・事業で光るメンバーの一瞬一瞬を写真で切り取

り、ホームページ・SNSを活用し、淡路 JCの姿勢がより多くの方々に伝わるように活動し

ていきます。ホームページに情報を掲載することにより、メンバーが会員拡大に活かせる

ようにしていきます。また対内広報誌の発行では、メンバーと先輩諸兄に情報の共有をし

ていただき、メンバーの想いをより知っていただけるように、報告だけでなく活動意識の

向上に繋がる対内広報誌の作成に努めてまいります。総会においては淡路 JCの運営に関

する重要な事項をメンバー全員で決議する重要な場であることをメンバーに認識してもら

えるように、設営及び運営、総会資料の作成に努めてまいります。「第２５回わんぱく相

撲淡路場所」では、子ども達が礼儀礼節を学び、勝つことの喜びや負けることの悔しさを

肌で感じ、相手に対する思いやりの心や感謝の心を育んでいただける事業の開催に努めて

まいります。 

メンバーが想いを共有しひとつとなり、淡路島がよりよい方向へと進むように活動する

淡路 JCを伝え、また未来ある子ども達が心身ともに健やかに育つことが「明るい豊かな

淡路島」の実現に繋がると確信しております。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

・例会企画・設営及び運営 

 

 

・例会企画・設営及び運営 

 

 

・第 25回わんぱく相撲淡路場所 

 

 

・対内広報誌の発行 

 

 

・ホームページの管理・運営 

 

8月 

 

 

11月 

 

 

5月 

 

 

通年 

 

 

通年 

例会の企画・設営及

び運営 

 

例会の企画・設営及

び運営 

 

わんぱく相撲の企

画・設営及び運営 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

 

淡路島民 

（小学

生） 

 

正会員 

準会員 

特別会員 

正会員 

一般 

27,000 

 

 

14,000 

 

 

200,000 

 

 

329,000 

 

 

148,000 

 

   合計 718,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営（2 回） 

・対内広報誌の発行 

・わんぱく相撲淡路場所企画・設営及び運営  

・ホームページの管理・運営 

・広報・メディアの活用（ホームページ・

SNS 等の有効活用） 

・褒賞に関する報告書作成及び褒賞委員会

企画・設営及び運営 

・例会欠席者へのアテンダンスの案内及び

フォロー 

・総会の設営及び運営、総会資料の作成 

・会員拡大に関する業務（関連委員会との

連絡調整） 

・委員会活動の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮問に関する答申業務 

8・11月 

通年 

5月 

通年 

通年 

 

通年 

 

通年 

 

１・８月 

 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

 

わんぱく相撲淡路場所の企画・設営及び運営 
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絆・次世代づくり委員会 

委員長 空山 智郎 

スローガン 

心の絆～共に考え成長する～ 

 

我々一般社団法人淡路青年会議所が掲げる「淡路はひとつ」

という基本理念は、創立当初から先輩諸兄より引き継いできた

淡路 JCの核であり、この不変の理念を次代に繋いでいかなけ

ればなりません。絆・次世代づくり委員会の役割は、メンバー

一人ひとりの資質向上を図り、互いの絆を深めることであり、

その結果 JCメンバーが協力し合いながら能動的に活動するこ

とで、地域のさらなる発展に繋げることができると考えており

ます。 

青年会議所は、多種多様な人達が出会い、語り合い、協同して事業を成し遂げる中で、

自分自身を大きく成長できるチャンスに恵まれている「ひとづくり」の場であると考えま

す。本年度、当委員会では今一度、淡路島の魅力について共に考え再認識することにより

次世代育成につながる例会及び事業を行っていきます。JC活動での価値観を共有し、連帯

感をもって活動に取り組むための意識統一をはかる事によって、メンバー一人ひとりが高

い壁に臆すことなく勇猛果敢に立ち向う志を養うことができます。さらに Jaycee として

の自覚を見つめ直し責任を認識することで、自身の中にある新たな可能性を見出し、イノ

ベーターとして能動的に挑戦していき相互成長の精神の育成へとつながっていきます。ま

た、自分にないものを持った優れた仲間たちとの時間を通して、絆を深め、未来を見据え

た意見交換を行うことで、一層活発な活動に繋がっていくと捉えております。さらに淡路

JCとして規律を遵守した例会や事業を行えるよう意識構築を図り、組織力を向上させるこ

とで淡路 JCの魅力がさらに高まり、延いては会員拡大に繋がるものと考えます。 

これからの時代を背負っていく多くの同志とともに絆を深め、我々一人ひとりが魅力溢

れる人財に成長していくことが、淡路 JCの目指す「明るい豊かな淡路島」の実現に繋が

るものと確信しております。 
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事業計画並びに予算及び役割業務 

事業計画 実施月 内容 対象者 予算額

（円) 

備考 

・1 月例会の企画・設営及び運

営 

 

・LOM 役員懇談会資料作成並び

に役員懇談会の企画・設営及び

運営 

 

 

・絆・次世代づくり事業 

 

 

・5 月例会の企画・設営及び運

営 

 

・10月例会の企画・設営及び運

営 

 

 

1 月 

 

 

2 月 

 

 

 

 

3 月 

 

 

5 月 

 

 

10 月 

例会の企画・設営及

び運営 

 

LOM役員懇談会作成並

びに役員懇談会の企

画・設営及び運営 

 

 

絆・次世代育成事業

の企画・設営及び運

営 

例会の企画・設営及

び運営 

 

例会の企画・設営及

び運営 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

 

 

 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

 

正会員 

準会員 

68,000 

 

 

0 

 

 

 

 

9,000 

 

 

88,000 

 

 

14,000 

 

   合計 179,000  

 

役割業務 実施月 業務内容 

・例会の企画・設営及び運営 

 (3 回) 

・LOM 役員懇談会資料作成 

 

・絆・次世代づくり事業の企

画・設営及び運営 

・例会の欠席者へのアテンダン

スの案内及びフォロー 

・会員拡大に関する業務 

・委員会活動の記録保存 

・全事業への参加協力 

・理事長諮文に関する答申業務 

1・5・

10 月 

2 月 

 

3 月 

 

通年 

 

通年 

通年 

通年 

通年 

例会の企画・設営及び運営 

 

LOM 役員懇談会資料作成並びに役員懇談会の企画・設営及び運営

総会設営及び運営、総会資料及び議事録の作成 

絆・次世代づくり事業の企画・設営及び運営 
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8． 出 向 者 抱 負 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 

幸せな近畿確立委員会 

委員  小川 優一 

この度、公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 幸せ

な近畿確立委員会に出向となりました。本委員会は近畿の各地

域にある課題を調査研究し、取り組むことで地域に活力を与え

ることを目的としております。たくさんの情報を LOM に持ち帰

れるよう頑張ってまいりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

 

監査担当役員  小川 優一 

今年度、兵庫ブロック協議会の監査担当役員として出向させい

ただくことになりました。役員出向は初めての経験ではあります

が、これまでの LOMで経験させていただいたことを最大限に発揮

し、監査として一年間を全うしてまいります。またそこで得た経

験をしっかりと持ち帰ることで、淡路 JCの更なる発展に寄与で

きるよう臨んでまいります。一年間ご負担をおかけいたします

が、    メンバーの皆様のご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

時枝監査担当役員セクレタリー 

平松 奈津紀 

この度、時枝監査担当役員のセクレタリーを務めさせて ただ

くことになりました。時枝監査担当役員が職務に専念できるよ

う、計 3名のセクレタリーでお互いの役割分担をうま くこな

し、無駄のない動きをしていくと共に、若き熱と力を存分に発揮

できるよう活動してまいりたいと考えます。また この職務は多

くの人と接する機会もあり、得るものがたくさんあると思いま
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す。一年後には一回り大きな Jayceeへとスキルアップし、青年経済人として飛躍できる

よう頑張りますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

時枝監査担当役員セクレタリー 

田中 昭仁 

2019年度 兵庫ブロック協議会 時枝監査担当役員のセクレタリ

ーとして出向させていただくことになりました。セクレタリーの

役割は主に秘書的業務です。ここで培った経験を LOMへ持ち帰り

役立てていきたいと考えます。淡路 JC から出向していることを

自覚し行動していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

時枝監査担当役員セクレタリー 

横山 泰明 

この度、兵庫ブロック協議会 時枝監査担当役員のセクレタリ

ーという機会を与えて頂きありがとうございます。昨年度に公

室長を務めさせて頂いた経験を生かして、時枝監査担 当役員の

業務がスムーズに行えるよう務めて参ります。移動時間が多く

なりますので、なるべくリラックスして頂けるよう務めると共

に、たくさんお話を聞かせて頂いて勉強させて頂きます。同時

にブロックで培った友情を深めるよう努力致します。一年間よろしくお願い致します。 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

日本JC連携推進会議 

議員  木戸 隆一郎 

本年度、公益社団法人日本青年会議所近畿地区兵庫ブロック

協議会日本 JC連携推進会議に出向させていただくことになりま

した。本会議では、社会保障と JCカップを中心に取り組む役割

を担っております。淡路 JCから出向しているという責任を自覚

し、取り組むとともに LOMにとって有意義な情報を持ち帰れる

よう頑張ってまいりますので宜しくお願い致します。 



― 89 ― 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫の未来創造委員会 

委員  堀部 泰博 

本年度、兵庫ブロック協議会    兵庫の未来創造委員会に出向

させて頂くことになりました。知事懇談会や地域経済ビジョンを

推進する事業、そして喫緊の課題である会員拡大の支援に関する

業務も担っております。淡路 JCから出向しているという責任を

自覚し、熱意を持って頑張ってまいります。よろしくお願いいた

します。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

JC運動発信委員会 

委員  萩野 祐樹 

本年度、兵庫ブロック協議会 JC 運動発信委員会に出向させ

て 頂くことになりました。出向させていただくにあたって本

委員会では、JC 活動を地域の方に周知して頂くための戦略的

広報手法を学び、LOMに持ち帰って淡路 JCをより魅力的に発信

していけるよう精一杯頑張ってまいりますのでよろしくお願い

いたします。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

ブロック大会運営委員会 

委員  植野 泰幸 

本年度、ブロック大会運営委員会に出向させて頂くことにな

り ました。５２回目を迎える伝統あるブロック大会は本年、

三木の地にて開催されます。県内各地青年会議所はもとより県

民が集う最高の大会にすべく精一杯頑張ってまいります。よろ

しく お願いいたします。 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

財務規則審査会議 

副議長  笘屋 千賀 

本年度、兵庫ブロック協議会財務規則審査会議に出向させて頂

くことになりました。この度の財務規則審査会議では大きくコン

プライアンス審査会議の管理・運営・実施に関する業務、兵庫ブ

ロック２５ＬＯＭへのＳＤＧｓ推進、ＬＯＭ役員懇談会の実施に

関する業務を担っております。これまでの LOMでの経験を活かし

ながら、新しい学び、発見は LOMへ持ち帰り、活動の向上へと結 

びつけたいと思います。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 

委員  大坂 昭仁 

本年度、兵庫アカデミー委員会 会員拡大推進委員会に出向させ

ていただくことになりました。私自身 JC歴が短いところですが、

ブロックで多くを学び、得たものを LOMで活かすことができるよ

うにしたいと思います。一年間頑張りますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 

委員  延原 直樹 

本年度、アカデミー委員会に出向させていただくことになりま

した。委員会活動への積極的に参加することで、多くの方との交

流を通じ学んでいきたいと思います。１年間頑張りますのでよろ

しくお願いいたします。 
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公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 

委員  濱 健一 

本年度、兵庫アカデミー委員会に出向させていただくことにな

りました。私自身、JC歴が短くまだまだ未熟ではございますが、

ブロック協議会で色々と学び、得たものを LOMで活かせるように

したいと思います。何卒宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

兵庫アカデミー委員会 

委員  三澤 大祐 

本年度、兵庫アカデミー委員会に出向させていただくことに

なりました。JC歴が短いので、ブロックで得たものを持ち帰

り、LOMで活かせるようにしたいと思います。一年間頑張りま

す。宜しくお願い致します。 
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修正予算額 予算額 決算額 決算額
H31.1.1～H31.12.31 H31.1.1～H31.12.31 H30.1.1～H30.12.31 H29.1.1～H29.12.31

（12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分）
Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.経常増減の部

（1）経常収益

　①受取入会金 100,000 50,000 450,000 0 2名×￥50,000

0

　②受取会費 7,910,000 8,150,000 7,650,000 7,150,000

　　　　正会員受取会費 7,760,000 8,000,000 7,440,000 6,880,000 48名×\160,000　 1名×￥80,000

　　　　その他受取会費 150,000 150,000 210,000 270,000 卒業生5名×\30,000

　③事業収益 0 0 2,840,000 5,157,000

　　　　受託事業収益 0 0 0 0

        登録料 0 0 2,085,000 4,082,000

　　　　その他事業収益 0 0 755,000 1,075,000

　④受取負担金 0 0 0 0

　⑤寄付金 0 0 360,000 420,000

　⑥雑収益 1,500 1,500 353,639 4,472

　　　　受取利息 1,500 1,500 60 77

　　　　配当金 0 0 500 500

　　　　雑収益 0 0 353,079 3,895

　　経常収益計 8,011,500 8,201,500 11,653,639 12,731,472

（2）経常費用

　①事業費

　　　　給料手当 0 72,400

　　　　福利厚生費 0

　　　　会議費　賃借料 685,700 685,700 562,030 895,680

　　　　消耗品費 536,232 536,232 390,447 994,814

　　　　レンタル料 0 0 0

　　　　食糧費 138,560 138,560 89,560 69,000

　　　　人件費 0 0 0

　　　　支払手数料 216,576 216,576 180,000 243,000

　　　　講師関係費 100,000 100,000 13,640 86,010

        謝謝金 0 0 2,215,760 605,000

        資料作成費 509,830 509,830 552,078 281,860

　　　　広告普及費 269,640 269,640 388,482 931,036

　　　　報告書作成費 0 0 7,890 810

　　　　旅費交通費 0 0 15,000 90,000

　　　　交際費 0 0 2,085,000 4,392,500

　　　　保険料 47,120 47,120 22,800 9,776

　　　　印刷製本費 993,000 993,000 324,000 1,074,000

　　　　通信運搬費 12,164 12,164 8,482 35,522

　　　　支払負担金 11,000 11,000 11,000 11,000

　　　　雑費 51,078 51,078 26,268 29,099

　　事業費計 3,570,900 3,570,900 6,892,437 9,821,507

備考科　　　　　目

9． 正味財産増減予算 

自 2019年 1月 1日 

至 2019年 12月 31日 
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修正予算額 予算額 決算額 予算額
H31.1.1～H31.12.31 H31.1.1～H31.12.31 H30.1.1～H30.12.31 H29.1.1～H29.12.31

（12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分） （12ヶ月分）
　②管理費

　　　　会議費 0 0 0 0

　　　　給料手当 980,000 980,000 402,644 607,329

　　　　退職給付引当金 0 0 0

　　　　福利厚生費 150,000 150,000 128,940 126,166 交通費・雇用保険料

　　　　渉外費 300,000 300,000 265,670 202,320 各種登録\78,000+褒賞\60,000＋明石JC

　　　　慶弔費 200,000 200,000 46,200 106,300

　　　　減価償却費 200,000 200,000 112,159 219,602

　　　　消耗品費 460,000 460,000 331,432 240,210 コピー用紙・トナー他

　　　　消耗什器備品費 0 0 0

　　　　通信費 500,000 500,000 359,258 418,927 電話代・JCプレス送料等

　　　　印刷製本費 30,000 30,000 28,782 27,216

　　　　賃借料 1,200,000 1,200,000 1,450,000 1,020,000 \100,000×12ヶ月

　　　　光熱水料費 300,000 300,000 216,758 212,553

　　　　保険料 23,000 23,000 23,000

　　　　謝礼金 19,440 19,800 19,440 86,400 税理士報酬

　　　　修理費 50,000 50,000 331,852 38,124

　　　　租税公課 50,000 25,000 45,174 33,367
印紙代・県民税（\22,000)

※雇用保険は福利厚生費に移動

　　　　雑費 100,000 100,000 114,887 69,289 新聞代等

小計 4,562,440 4,537,800 3,876,196 3,407,803

　③負担金

　　　　JCI会費 82,810 84,500 72,644 46,600 \1,690×49名

　　　　日本JC会費 275,000 280,000 250,000 230,000 \30,000+\5,000×49名

　　　　国際協力資金 89,425 91,250 80,300 73,000 \5×365日×49名

　　　　近畿地区会費 90,200 92,000 81,200 74,000 \2,000+\1,800×49名

　　　　兵庫ブロック会費 285,000 290,000 260,000 240,000 \40,000+\5,000×49名

小計 822,435 837,750 744,144 663,600

　　　管理費計 5,384,875 5,375,550 4,620,340 4,071,403

　　　経常費用計 8,955,775 8,946,450 11,512,777 13,892,910

　　　当期経常増減額 △ 944,275 △ 744,950 140,862 △ 1,161,438

　2.経常外増減の部

（1）経常外収益

　　経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

　　経常外費用計 0 0 0

　　経常外費用増減額

　　一般正味財産増減額 △ 944,275 △ 744,950 140,862 △ 1,161,438

　　一般正味財産期首残高 6,773,291 6,773,291 6,632,429 7,793,867

　　一般正味財産期末残高 5,829,016 6,028,341 6,773,291 6,632,429

Ⅱ正味財産期末残高 5,829,016 6,028,341 6,773,291 6,632,429

備考科　　　　　目
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単位：円 

 

 

 

 

 

 

科目 修正予算額 科目 修正予算額 科目 予算額 科目 予算額
事業収入 384,000 会場費　賃借料 21,600 事業収入 384,000 会場費　賃借料 21,600

消耗品 5,400 消耗品 5,400

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 0 講師関係費 0

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 0 資料作成費 0

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 972 報告書作成費 972

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0

印刷製本費 345,000 印刷製本費 345,000

通信運搬費 0 通信運搬費 0

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 0 雑費 0

予備費 11,028 予備費 11,028

小計 384,000 小計 384,000 小計 384,000 小計 384,000

事業収入 1,014,000 会場費　賃借料 337,900 事業収入 1,014,000 会場費　賃借料 337,900

消耗品 16,400 消耗品 16,400

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 0 講師関係費 0

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 0 資料作成費 0

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0

印刷製本費 648,000 印刷製本費 648,000

通信運搬費 1,500 通信運搬費 1,500

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 1,500 雑費 1,500

予備費 8,700 予備費 8,700

小計 1,014,000 小計 1,014,000 小計 1,014,000 小計 1,014,000

事業収入 101,900 会場費　賃借料 22,700 事業収入 101,900 会場費　賃借料 22,700

消耗品 26,800 消耗品 26,800

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 50,000 講師関係費 50,000

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 0 資料作成費 0

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 0 通信運搬費 0

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 0 雑費 0

予備費 2,400 予備費 2,400

小計 101,900 小計 101,900 小計 101,900 小計 101,900

事業収入 614,000 会場費　賃借料 67,900 事業収入 614,000 会場費　賃借料 67,900

消耗品 66,200 消耗品 66,200

食糧費 104,000 食糧費 104,000

人件費 0 人件費 0

支払手数料 106,576 支払手数料 106,576

講師関係費 0 講師関係費 0

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 0 資料作成費 0

広告普及費 219,640 広告普及費 219,640

報告書作成費 0 報告書作成費 0
旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 30,000 保険料 30,000

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 984 通信運搬費 984

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 0 雑費 0

予備費 18,700 予備費 18,700

小計 614,000 小計 614,000 小計 614,000 小計 614,000

委員会名 収入の部 支出の部 備考

理事長公室

学び舎の自己確立

収入の部 支出の部

淡路島一市推進

ふるさと共有
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単位：円 

 

 

 

 

 

 

事業収入 524,000 会場費　賃借料 100,100 事業収入 524,000 会場費　賃借料 100,100

消耗品 235,200 消耗品 235,200

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 110,000 支払手数料 110,000

講師関係費 0 講師関係費 0

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 0 資料作成費 0

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 7,120 保険料 7,120

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 8,680 通信運搬費 8,680

支払負担金 1,000 支払負担金 1,000

雑費 46,578 雑費 46,578

予備費 15,322 予備費 15,322

小計 524,000 小計 524,000 小計 524,000 小計 524,000

事業収入 754,000 会場費　賃借料 45,900 事業収入 754,000 会場費　賃借料 45,900

消耗品 80,800 消耗品 80,800

食糧費 34,560 食糧費 34,560

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 0 講師関係費 0

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 504,000 資料作成費 504,000

広告普及費 50,000 広告普及費 50,000

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 10,000 保険料 10,000

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 1,000 通信運搬費 1,000

支払負担金 10,000 支払負担金 10,000

雑費 3,000 雑費 3,000

予備費 14,740 予備費 14,740

小計 754,000 小計 754,000 小計 754,000 小計 754,000

事業収入 179,000 会場費　賃借料 89,600 事業収入 179,000 会場費　賃借料 89,600

消耗品 32,400 消耗品 32,400

食糧費 0 食糧費 0

人件費 0 人件費 0

支払手数料 0 支払手数料 0

講師関係費 50,000 講師関係費 50,000

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 4,858 資料作成費 4,858

広告普及費 0 広告普及費 0

報告書作成費 0 報告書作成費 0

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 0 保険料 0

印刷製本費 0 印刷製本費 0

通信運搬費 0 通信運搬費 0

支払負担金 0 支払負担金 0

雑費 0 雑費 0

予備費 2,142 予備費 2,142

小計 179,000 小計 179,000 小計 179,000 小計 179,000

事業収入 3,570,900 会場費　賃借料 685,700 事業収入 3,570,900 会場費　賃借料 685,700

消耗品 463,200 消耗品 463,200

食糧費 138,560 食糧費 138,560

人件費 0 人件費 0

支払手数料 216,576 支払手数料 216,576

講師関係費 100,000 講師関係費 100,000

諸謝金 0 諸謝金 0

資料作成費 508,858 資料作成費 508,858

広告普及費 269,640 広告普及費 269,640

報告書作成費 972 報告書作成費 972

旅費交通費 0 旅費交通費 0

交際費 0 交際費 0

保険料 47,120 保険料 47,120

印刷製本費 993,000 印刷製本費 993,000

通信運搬費 12,164 通信運搬費 12,164

支払負担金 11,000 支払負担金 11,000

雑費 51,078 雑費 51,078

予備費 73,032 予備費 73,032

合計 3,570,900 合計 3,570,900 合計 3,570,900 合計 3,570,900

魅力溢れる会員

絆・次世代づくり

全体

総務広報
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10． 2019 年度 一般社団法人淡路青年会議所 

役 員 名 簿 

【理 事 長】        藤 井  宏 昌 

【直前理事長】        竹 田  良 平 

【監   事】        藤 川  龍 介 

【監   事】        時 枝  弘 記 

【副 理 事 長】        本 名  佑 至 

               川 越  勇 輔 

               岸 本  篤 人 

               三 浦  義 崇 

【専 務 理 事】        波 戸  大 樹 

【常 任 理 事】        桑 原  世 茂 

               植 野  泰 幸 

               木 戸  隆一郎 

               笘 屋  千 賀 

【出 向 理 事】        小 川  優 一 

【理   事】        伊 山  真 司 

               中 川  貴 弘 

               堀 部  泰 博 

               萩 本  雅 彦 

               延 原  直 樹 

               萩 野  祐 樹 

               空 山  智 郎 
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11． 出向者一覧 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会 

出 向 先 役 職 出向者氏名 

幸せな近畿確立委員会 委 員 小川 優一 

 

公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 兵庫ブロック協議会 

出 向 先 役 職 出向者氏名 

監査担当役員  時枝 弘記 

時枝監査担当役員セクレタリー  平松奈津紀 

時枝監査担当役員セクレタリー  田中 昭仁 

時枝監査担当役員セクレタリー  横山 泰明 

日本JC連携推進会議 議 員 木戸隆一郎 

兵庫の未来創造委員会 委 員 堀部 泰博 

兵庫アカデミー委員会 委 員 大坂 章仁 

兵庫アカデミー委員会 委 員 延原 直樹 

兵庫アカデミー委員会 委 員 濱  健一 

兵庫アカデミー委員会 委 員 三澤 大祐 

JC運動発信委員会 委 員 萩野 祐樹 

ブロック大会運営委員会 委 員 植野 泰幸 

財務規則審査会議 副議長 笘屋 千賀 
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14． 日本 JC 近畿地区兵庫ブロック協議会組織図 
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